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水と緑と人の和でうるおいのあるまち…………野木町

平成22年JUNE

煙主な内容
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斬「野木町財政計画」を策定しました
斬お知らせ

・今月(６月)は町民税の納期です

・非自発的失業者に係る国民健康保険税の軽減

・「こども医療費助成制度」の登録申請はお済みですか？

・「ひまわりフェスティバル協賛金」及び

「ひまわりうちわスポンサー募集

・「野木町花火大会」協賛者募集

・子ども手当の申請はお済みですか？



（2）

本
町
で
は
、
平
成

年

月
に
第
３
次

１８

１１

行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
地
方
分
権
、

少
子
高
齢
化
、
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

等
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
経
常
経
費
の

削
減
に
努
め
、
行
財
政
改
革
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
景
気
低
迷
に
よ
る

地
方
税
の
減
収
等
や
地
方
交
付
税
の
大
幅

削
減
に
よ
り
、
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
政
権
交
代
に
よ
る
新
た
な
制
度

や
具
体
的
な
政
策
が
明
ら
か
で
は
な
い
た

め
、
今
後
と
も
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
新
野
木

計
画
後
期

21

計
画
に
基
づ
き
「
小
さ
く
と
も
キ
ラ
リ
と

光
る
町
」
の
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
、
持

続
可
能
な
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、
中
期
的
な
財
政
計
画
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

本
計
画
は
、
長
期
的
な
展
望
に
立
ち
、

予
測
で
き
る
範
囲
で
将
来
の
財
政
を
見
通

し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
活
用
を

図
り
、
健
全
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の

指
針
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

◆
野
木
町
財
政
の
現
状

１

一
般
会
計
の
決
算
状
況

野
木
町
に
お
け
る
平
成

年
度
か
ら

１６

２０

年
度
ま
で
の
決
算
状
況
の
推
移
を
、「
歳

入
」・「
歳
出
」・「
収
支
」
の
区
分
に
分
け

（2）

野
木
町
財
政
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

去
最
低
と
な
り
ま
し
た
。

平
成

～

年
度
の
国
庫
・
県
支
出
金
、

１６

１８

繰
入
金
及
び
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
歳
出

の
普
通
建
設
事
業
費
の
特
定
財
源
で
あ
る

た
め
増
加
し
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、
将
来
の
公
債
費
抑
制
を
目

的
に
、
平
成

年
度
に
減
税
補
て
ん
債
一

１６

括
償
還
を
行
っ
た
た
め
、
平
成

年
度
以

１７

降
の
公
債
費
は
毎
年
４
億
円
以
下
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
本
町
の
起
債
に

関
す
る
財
政
指
標
が
良
好
な
値
を
示
し
て

い
る
要
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

普
通
建
設
事
業
費
は
、
平
成

・

年

１６

１７

て
表
１
か
ら
表
３
に
ま
と
め
ま
し
た
。

各
年
度
の
金
額
は
、
地
方
財
政
状
況
調

査
（
決
算
統
計
）
を
も
と
に
作
成
し
て
い

ま
す
。

【
決
算
の
特
徴
】

歳
入
で
は
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る

税
源
移
譲
に
よ
り
平
成

・

年
度
の
町

１９

２０

税
は

億
円
を
超
え
、
歳
入
全
体
に
占
め

４０

る
割
合
が

%
以
上
と
順
調
に
収
入
さ
れ
、

６０

一
方
、
地
方
交
付
税
は
、
平
成

年
度
に

１９

２
億
６
４
７
８
万
円
ま
で
落
ち
込
み
、
過

度
に
野
木
駅
舎
改
築
事
業
及
び
野
木
駅
自

由
通
路
新
設
、
平
成

・

年
度
に
野
木

１７

１８

小
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
な
ど
の
大
規
模

な
事
業
を
実
施
し
た
た
め
、
通
常
は
約
５

億
円
前
後
の
事
業
費
が
２
～
３
倍
の
事
業

費
と
な
り
ま
し
た
。

決
算
収
支
で
は
、
毎
年
の
実
質
収
支
は

黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
質
単
年
度

収
支
は
財
政
調
整
基
金
を
取
崩
す
た
め
赤

字
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
基
金

残
高
も
３
月
末
の
時
点
で
は
減
少
し
て
し

ま
す
。
し
か
し
、
年
度
終
了
後
に
地
方
自

治
法
に
基
づ
い
て
、
実
質
収
支
額
の
１
／

２
以
上
を
基
金
に

積
立
て
る
こ
と
に

よ
り
、
年
度
終
了

後
の
基
金
残
高
は
、

３
月
末
よ
り
増
加

し
ま
す
。

平
成

～

年

１６

１９

度
ま
で
は
、
大
規

模
な
普
通
建
設
事

業
等
の
た
め
の
基

金
繰
入
に
よ
り
、

年
度
終
了
後
の
基

金
残
高
は
毎
年
減

少
し
ま
し
た
が
、

平
成

年
度
は
約

２０

９
５
０
０
万
円
の

増
加
と
な
り
ま
し

た
。

《表 ３》

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

歳入歳出差引額 664,527 743,660 670,620 510,654 572,000

翌年度に繰り越すべき財源 51,847 164,220 69,321 5,920 63,958

実質収支 612,680 579,440 601,299 504,734 508,042

単年度収支 △ 5,924 △ 33,240 21,859 △ 96,565 3,308

積立金 183 31,650 1,199 3,097 3,070

繰上償還金 0 0 0 0 0

積立金取崩し額 564,000 376,807 668,414 299,005 211,465

実質単年度収支 △ 569,741 △ 378,397 △ 645,356 △ 392,473 △ 205,087

法233条2による基金積立金 310,000 350,000 340,000 280,000 300,000

基金残高の増減 △ 259,741 △ 283,973 △ 305,356 △ 112,473 94,913

（単位：千円）

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

人件費 1,552,180 22.4 1,545,555 23.7 1,545,247 21.3 1,596,563 26.8 1,545,937 26.7

扶助費 404,012 5.8 420,993 6.4 449,293 6.2 493,707 8.3 566,273 9.8

公債費 1,133,021 16.3 344,450 5.3 372,783 5.2 389,539 6.6 394,844 6.8

物件費 1,053,459 15.2 1,131,655 17.4 1,093,295 15.1 1,080,281 18.2 1,055,396 18.2

維持補修費 66,089 1.0 63,280 1.0 51,200 0.7 43,332 0.7 49,303 0.8

補助費等 905,719 13.1 929,248 14.3 848,749 11.7 880,906 14.8 868,828 15.0

積立金 7,008 0.1 38,796 0.6 4,609 0.1 5,283 0.1 4,934 0.1

投資・出資金・貸付金 7,132 0.1 4,322 0.1 2,180 0.0 2,280 0.0 5,710 0.1

繰出金 751,730 10.8 800,871 12.3 1,117,553 15.4 907,185 15.3 877,741 15.2

投資的経費 1,055,952 15.2 1,231,113 18.9 1,761,515 24.3 547,211 9.2 423,934 7.3

合計 6,936,302 100.0 6,510,283 100.0 7,246,424 100.0 5,946,287 100.0 5,792,900 100.0

歳

出

《表 ２》 （単位：千円、％）

区 分
平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比 決算額 構成比

町税 3,571,350 47.0 3,513,272 48.4 3,796,165 47.9 4,025,302 62.4 4,066,594 63.9

地方譲与税 181,362 2.4 227,956 3.1 321,773 4.1 130,910 2.0 125,795 2.0

利子割交付金 30,205 0.4 17,472 0.2 11,946 0.2 16,037 0.3 16,188 0.3

配当割交付金 4,727 0.1 8,245 0.1 12,849 0.2 14,223 0.2 5,147 0.1

株式等譲渡所得割交付金 5,492 0.1 12,184 0.2 9,393 0.1 8,222 0.1 2,996 0.0

地方消費税交付金 237,416 3.1 219,275 3.0 225,679 2.9 220,907 3.4 210,989 3.3

自動車取得税交付金 77,468 1.0 81,206 1.1 76,678 1.0 77,371 1.2 64,301 1.0

地方特例交付金 128,675 1.7 131,879 1.8 90,281 1.1 20,774 0.3 44,788 0.7

地方交付税 589,125 7.7 466,625 6.4 326,902 4.1 264,775 4.1 362,925 5.7

交通安全対策特別交付金 5,944 0.1 5,818 0.1 5,999 0.1 5,828 0.1 5,202 0.1

分担金及び負担金 6,074 0.1 6,398 0.1 1,566 0.0 21,017 0.3 32,458 0.5

使用料・手数料 54,924 0.7 58,899 0.9 69,005 0.8 56,614 0.9 66,578 1.1

国庫支出金 261,196 3.4 344,484 4.7 383,450 4.8 298,108 4.6 264,307 4.1

県支出金 402,354 5.3 309,579 4.3 265,621 3.4 283,062 4.4 323,133 5.1

財産収入 7,884 0.1 6,661 0.1 4,432 0.1 15,325 0.3 7,316 0.1

寄附金 3,100 0.0 3,000 0.0

繰入金 1,121,236 14.8 926,260 12.8 1,134,859 14.3 363,410 5.6 228,904 3.6

繰越金 398,814 5.2 354,534 4.9 393,660 5.0 330,620 5.1 230,654 3.6

諸収入 33,301 0.4 34,767 0.5 110,483 1.4 39,136 0.6 55,125 0.9

地方債 484,000 6.4 526,100 7.3 674,000 8.5 265,300 4.1 251,500 3.9

合計 7,601,547 100.0 7,254,714 100.0 7,917,741 100.0 6,456,941 100.0 6,364,900 100.0

歳

入

平成19年度

《表 １》

平成20年度
区 分

平成16年度 平成17年度 平成18年度

（単位：千円、％）



【
財
政
分
析
】

茨

財
政
指
標
の
推
移

普
通
交
付
税
に
係
る
指
標
で
あ
る
標
準

財
政
規
模
と
財
政
力
指
数
の
推
移
を
見
る

と
、
平
成

年
度
に

億
３
０
９
３
万
円

１２

５６

だ
っ
た
標
準
財
政
規
模
が
、
平
成

年
度

１８

に
は

億
５
６
０
１
万
円
へ
と

億
７
４

４５

１０

９
２
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
７
年
間
に
標
準
的
な
行
政
水
準
が
１０

億
円
も
下
が
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

本
町
の
普
通
交
付
税
の
減
少
が
平
成

年
１１

度
の

億
２
０
８
３
万
円
か
ら
平
成

年

１３

１９

度
の
１
億
５
６
５
０
万
円
ま
で
に
、

億
１１

６
４
３
３
万
円
が
減
額
と
な
っ
た
こ
と
と
、

概
ね
一
致
し
、
逆
に
財
政
力
指
数
は
、
普

通
交
付
税
が
減
額
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成

年
度
の
０
・
７
３
３
か
ら
平
成

１２

１９

（3）（3）

「野木町財政計画」を策定しました

年
度
の
０
・
９
３
５
ま
で
０
・
２
０
２
ポ

イ
ン
ト
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
が
地
方
交
付
税
を
抑
制
す

る
た
め
に
、
交
付
税
を
算
出
す
る
う
え
で

計
算
上
の
標
準
的
な
行
政
水
準
を
下
げ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

町
で
は
地
方
交
付
税
収
入
が
減
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
実
際
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

下
げ
る
こ
と
で
き
な
い
た
め
に
、
財
政
が

厳
し
く
余
裕
の
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
平
成

年
度
は
８
年
ぶ
り
に
普

２０

通
交
付
税
が
全
国
ベ
ー
ス
で
９
・
２
％
増

と
な
り
、
本
町
で
も
前
年
比
２
億
５
４
４

７
万
円

・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６２

ま
た
、
標
準
財
政
規
模
も

億
４
３
０
０

４９

万
円
と
２
億
５
１
５
１
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
は
、
概
ね
８５

％
以
下
に
抑
え
ら
れ
、
県
内
市
町
平
均
、

類
似
団
体
を
下
回
っ
て
お
り
、
経
常
一
般

財
源
の
主
な
も
の
で
あ
る
町
税
収
入
の
確

保
が
困
難
な
中
で
、
健
全
な
状
態
に
あ
り

ま
す
。

起
債
に
関
す
る
指
標
で
あ
る
公
債
費
比

率
、
公
債
費
負
担
比
率
、
起
債
制
限
比
率

に
つ
い
て
は
、
県
内
市
町
平
均
、
類
似
団

体
を
大
き
く
下
回
っ
て
お
り
、
極
め
て
健

全
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
後
年

度
の
財
政
負
担
を
考
慮
し
、
平
成

年
度

１６

に
減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償
還
を
行
っ
た

た
め
と
、
起
債
の
借
入
れ
に
つ
い
て
、
交

付
税
措
置
の
あ
る
起
債
を
優
先
的
に
、
最

小
限
の
借
入
れ
を
行
っ
て
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

芋

地
方
債
発
行
額
と
地
方
債
残
高

平
成

・

年
度
の
野

１７

１８

木
小
学
校
校
舎
等
改
築

事
業
の
起
債
及
び
平
成

年
度
以
降
毎
年
借
入

１４れ
て
い
ま
す
臨
時
財
政

対
策
債
の
起
債
が
増
加

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
以
前
に
借
入
れ
ま
し

た
建
設
事
業
等
の
起
債

の
償
還
終
了
及
び
平
成

年
度
の
減
税
補
て
ん

１６債
の
一
括
償
還
に
よ
り
、

残
高
は
平
成

年
度
以

１８

降
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

鰯

財
政
調
整
基
金
と
特
定
目
的
基
金
の
残
高

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
、
平

成

年
度
の

億
２
９
６
９
万
円

１４

１６

を
ピ
ー
ク
に
、
平
成

年
度
の
８

１８

億
６
５
６
３
万
円
ま
で
減
少
し
ま

し
た
が
、
基
金
取
崩
し
を
抑
制
し
、

歳
入
と
歳
出
の
均
衡
を
図
る
こ
と

で
平
成

年
度
残
高
は
９
億
８
１

２０

３
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
特
定
目
的
基
金
は
、

平
成

～

年
度
に
野
木
駅
舎
改

１６

１８

築
及
び
自
由
通
路
新
設
事
業
、
野

木
小
学
校
校
舎
等
改
築
事
業
な
ど

の
大
規
模
事
業
の
財
源
と
し
て
、

公
共
施
設
整
備
基
金
、
義
務
教
育

施
設
整
備
基
金
の
取
崩
し
に
加
え
、

減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償
還
の
た
め
の
減

債
基
金
取
崩
し
に
よ
り
約

億
円
減
と
な

１４

り
、
平
成

年
度
残
高
は
６
億
８
８
１
４

１８
万
円
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

允

地
方
交
付
税
の
推
移

本
町
の
普
通
交
付
税
の
ピ
ー
ク

は
、
平
成

年
度
の

億
２
０
８

１１

１３

３
万
円
で
、
そ
れ
か
ら
毎
年

・
１０

３
%
～

・
４
%
と
大
幅
に
削
減

３５

さ
れ
、
平
成

年
度
に
は
１
億
５

１９

６
５
０
万
円
と
８
年
間
で

億
６

１１

４
３
３
万
円
が
減
額
と
な
り
ま
し

た
。

印

特
別
会
計
繰
出
金
の
状
況

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
年

々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
で
は
平
成

～
１７

年
度
に
赤
字
補
て

１９ん
分
が
繰
り
出
さ
れ
、

公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
で
は
平
成

・

年
度
に
排
水

１８

１９

機
場
ポ
ン
プ
増
設
事

業
の
繰
り
出
し
に
よ

り
増
加
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
高
齢
化

の
影
響
等
に
よ
り
介

護
保
険
及
び
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計

へ
の
繰
り
出
し
が
増

加
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

《表 ４》

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 単位

財政力指数 0.844 0.875 0.909 0.935 0.944 －

経常収支比率 91.9 84.5 83.9 87.9 81.1 ％

公債費比率 20.0 3.8 3.9 3.0 2.7 ％

公債費負担比率 16.8 5.6 5.7 6.6 6.8 ％

起債制限比率 11.2 9.0 6.9 2.1 2.0 ％

標準財政規模 4,689,352 4,618,185 4,556,011 4,691,493 4,943,006 千円

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

3,641,472 3,907,882 4,293,485 4,256,004 4,194,435

地方債発行額 484,000 526,100 674,000 265,300 251,500

《表 ５》 地方債残高の推移 （単位：千円）

地方債残高

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

地方交付税 589,125 466,625 326,902 264,775 362,925

普通交付税 451,849 343,811 222,142 156,497 254,467

特別交付税 137,276 122,814 104,760 108,278 108,458

《表 ７》 地方交付税の推移 （単位：千円）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

財政調整基金 1,218,004 1,182,846 865,630 908,740 981,327

特定目的基金 1,611,366 1,118,510 688,139 690,325 692,188

計 2,829,370 2,301,356 1,553,769 1,599,065 1,673,515

《表 ６》 積立金現在高の推移 （単位：千円）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

国民健康保険 87,102 146,283 242,470 174,232 123,158

老人保健 154,288 141,382 182,061 140,814 21,520

介護保険 159,173 166,848 175,904 173,702 191,970

後期高齢者医療 53,327

農業集落排水事業 61,832 43,705 50,631 47,498 42,072

公共下水道事業 288,077 301,858 456,613 359,958 313,225

計 750,472 800,076 1,107,679 896,204 745,272

《表 ８》 特別会計繰出金の推移 （単位：千円）

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度

3,641,472 3,907,882 4,293,485 4,256,004 4,194,435

地方債発行額 484,000 526,100 674,000 265,300 251,500

《表 ５》 地方債残高の推移 （単位：千円）

地方債残高
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◆
今
後
見
込
ま
れ
る
主
要
な

財
政
負
担〔
事
業
の
ビ
ル
ド
〕

１

重
点
事
業

な
お
、
こ
れ
以
外
の
事
務
事
業
に
つ
い

て
も
、
経
費
節
減
を
図
り
、
歳
出
削
減
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
歳
出
の
削
減〔
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
〕

事
業
の
総
棚
卸
し
を
行
い
、
平
成

年
２２

度
か
ら
平
成

年
度
の
５
年
間
に
取
り
組

２６

む
、
歳
出
削
減
の
目
標
額
を
設
定
し
ま
す
。

５
年
間
の
削
減
目
標
額
は
、
１
「
行
政

経
費
の
削
減
」
が
６
８
５
５
万
円
の
減
、

２
「
公
の
施
設
管
理
の
見
直
し
」
で
４
３

４
万
円
の
減
、
３
「
投
資
的
経
費
（
公
共

事
業
等
）
の
見
直
し
」
で
４
億
１
６
９
４

万
円
、
４
「
総
人
件
費
の
抑
制
」
で
２
億

３
４
７
７
万
円
の
減
と
し
、
合
計
で
７
億

２
４
５
９
万
円
と
し
ま
し
た
。

（4）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 計

△ 6,865 △ 7,365 △ 17,610 △ 17,136 △ 19,575 △ 68,551

事務事業の見直し △ 2,238 △ 2,738 △ 10,860 △ 7,167 △ 7,167 △ 30,170

町民ニーズへの的
確な対応

△ 584 △ 584 △ 584 △ 584 △ 2,542 △ 4,878

「最小の費用で最
大の効果」の実現

△ 4,043 △ 4,043 △ 6,166 △ 9,385 △ 9,866 △ 33,503

△ 740 △ 740 △ 953 △ 953 △ 953 △ 4,339

３ △ 117,000 △ 111,834 △ 83,375 △ 95,074 △ 9,652 △ 416,935

△ 23,301 △ 32,139 △ 42,465 △ 52,515 △ 84,346 △ 234,766

△ 147,906 △ 152,078 △ 144,403 △ 165,678 △ 114,526 △ 724,591計

《表 ９》年度別削減目標 （単位：千円）

１行政経費の削減

２公の施設管理の見直し

４総人件費の抑制

投資的経費（公共事
業等）の見直し

定員管理（職員数の削減）

定員適正化計画では、平成28年度までに23人を削減し178人とする計

画です。努力目標職員数の基本数値として、今後さらに職員数の削減を図

ります。

なお、平成22年度から平成26年度の間に45人が退職予定であり、職員

の約23％が入れ替わることになり、これらの退職を見据え、職員の育成期

間を見込んだ計画となっています。

平成22年度平成23年度平成24年度平成25年度平成26年度

201 199 194 193 186

189 188 187 187 181

うち普通会計職員数 169 169 168 168 162

169

183

《表 10》職員数の年度別目標値

野木町職員数

類似団体平均職員数

（単位：人）

※普通会計部門とは企業会計・特別会計部門を除くものです。

定員適正化計画職員数

努力目標職員数

《表 11》平成20年度全国類似団体との比較（普通会計部門）

ハード事業 2,316,923 千円
小中学校 190,356 千円

小学校校舎耐震補強事業

小学校等屋内運動場耐震補強事業

学童保育 93,641 千円

学童保育施設整備事業

煉瓦窯修復 603,000 千円

重要文化財煉瓦窯修復事業

道路整備 932,066 千円

道路新設改良事業

新４号国道アクセス道路整備事業

公園整備 94,043 千円

公園整備事業

公園改修等事業

防災対策 214,889 千円

消防ポンプ車購入事業

消防団機械器具置場建築事業

川西地区避難所用地調査事業

役場庁舎耐震補強事業

その他 188,928 千円

町ボランティアセンター設置事業

町有バス更新事業

公民館空調設備等改修事業

市民農園整備事業

県営土地改良事業補助金

平成22・23年度

平成25年度

平成22～26年度

平成22・23年度

平成25年度

平成24～26年度

平成23・24年度

平成22年度

平成23年度

平成23・24年度

平成22～26年度

平成23年度

平成25・26年度

平成22年度

平成23・24年度

平成22～25年度

平成22～26年度

ソフト事業 5,103,293 千円
子育て支援 4,860,185 千円

こども医療費

学童保育事業

子ども手当支給事業

高齢者見守りネットワーク 5,000 千円

高齢者見守りネットワーク事業

デマンドタクシー 101,098 千円

交通活性化協議会補助金

ボランテイア・ＮＰＯ育成支援 1,000 千円

その他 136,010 千円

総合計画策定事業

ホームページリニューアル事業

地域活動支援センター委託事業

都市計画マスタープラン策定事業

緊急雇用対策事業 平成22・23年度

平成22～26年度

平成22～26年度

平成22～26年度

ボランティア講座等の開催及び情報誌発行事業

平成22～26年度

平成22～26年度

平成22～26年度

平成22年度

平成24年度

平成22～26年度

平成22・23年度

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

国民健康保険特別会計 119,167 126,232 129,459 129,459 132,848

介護保険特別会計 199,338 219,572 224,750 230,083 235,576

後期高齢者医療特別会計 53,375 54,541 55,816 55,816 57,155

農業集落排水事業特別会計 42,388 42,000 43,000 43,000 43,000

公共下水道事業特別会計 307,885 302,071 300,071 300,571 300,071

計 722,153 744,416 753,096 758,929 768,650

《表 12》繰出金見込額 （単位：千円）

２

特
別
会
計
繰
出
金

茨

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

平
成

年
度
の
保
険
税
見
直
し
に
よ
り
、

２０

赤
字
補
て
ん
分
の
繰
り
出
し
は
解
消
し
、

今
後
３
年
毎
に
保
険
税
を
見
直
す
こ
と
で
、

繰
出
基
準
内
の
人
件
費
、
事
務
費
等
の
繰

り
出
し
で
推
移
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

芋

介
護
保
険
特
別
会
計

３
年
毎
に
介
護
保
険
事
業
計
画
が
見
直

さ
れ
、
本
町
に
お
い
て
も
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
平
成

年
度
以
降
、
介
護
給
付
費

２３

の
繰
出
金
は
毎
年
約
５
０
０
万
円
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

鰯

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
２
年
毎
に
保
険

料
が
見
直
さ
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
医
療
費
が
増
加
す
る
た
め
、
繰
出

金
も
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

允

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

平
成

年
度
以
降
に
排
水
施
設
改
修
が

２３

予
定
さ
れ
る
た
め
、
繰
出
金
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

印

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

事
業
の
進
捗
に
伴
う
公
債
費
償
還
額
の

増
加
に
よ
り
、
繰
出
金
も
増
加
し
て
い
る

た
め
、
下
水
道
資
本
費
平
準
化
債
の
発
行

に
よ
り
繰
出
金
の
抑
制
を
図
り
ま
す
。

咽

町
営
墓
地
事
業
特
別
会
計

町
営
墓
地
建
設
の
起
債
償
還
及
び
管
理

費
用
に
つ
い
て
は
、
墓
地
使
用
料
、
管
理

手
数
料
を
充
て
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
出
し
は
原
則
的
に
は
行
い
ま
せ
ん
。
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「野木町財政計画」を策定しました

◆
今
後
の
収
支
見
込
み

（
基
金
取
崩
し
抑
制
を
目
指
し
て
）

１

今
後
の
財
政
収
支
見
込
み

（
歳
出
削
減
前
）（
表

）
１３

歳
出
削
減
（
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
）
を

行
わ
な
ず
に
、
今
後
見
込
ま
れ
る
事
業
を

行
う
場
合
の
歳
入
歳
出
の
収
支
見
込
み
で

す
。

２

今
後
の
財
政
収
支
見
込
み

（
歳
出
削
減
後
）（
表

）
１４

歳
出
削
減
（
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
）
に

取
り
組
み
を
反
映
し
、
今
後
見
込
ま
れ
る

事
業
を
行
う
場
合
の
歳
入
歳
出
の
収
支
見

込
み
で
す
。

収
支
見
込
み
で
は
、
投
資
的
経
費
（
公

共
事
業
等
）
の
見
直
し
、
総
人
件
費
の
抑

制
及
び
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
の
歳
出
削

減
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
毎
年
約
１

億
～
１
億
６
０
０
０
万
円
の
削
減
、
平
成

～

年
度
の
５
年
間
に
約
７
億
８
０
０

２２

２６

０
万
円
の
削
減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
毎
年
の
基
金
繰
入
額
を

１
億
８
０
０
０
万
円
未
満
に
抑
制
す
る
こ

と
が
で
き
、
５
年
間
で
６
億
１
３
３
６
万

円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

決
算
後
の
基
金
繰
り
戻
し
を
繰
越
金
と

同
額
の
１
億
７
０
０
０
万
円
と
想
定
す
る

と
、
各
年
度
と
も
基
金
繰
入
額
以
上
に
基

金
へ
繰
り
戻
す
こ
と
に
な
り
、
５
年
間
の

繰
り
戻
し
額
は
８
億
５
０
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

計
画
で
は
、
平
成

年
度
末
の
基
金
残

２６

高
は
、
平
成

年
度
よ
り
３
億
９
４
９
万

２０

円
増
の

億
８
３
０
０
万
円
と
な
る
見
込

１９

み
で
す
。

３

今
後
の
財
政
上
の
優
位
点
と

問
題
点
へ
の
対
応

茨

財
政
上
の
優
位
点

・
歳
入
に
占
め
る
町
税
の
割
合
が
類
似
団

体

・
６
%
に
対
し
、

・
４
％
と
高
く
、

４２

６２

自
主
財
源
率
が
高
い
こ
と
に
よ
り
安
定
し

た
財
政
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

・
起
債
残
高
が
少
な
い
た
め
、
歳
出
に
占

め
る
公
債
費
の
割
合
が
低
く
、
実
質
公
債

費
比
率
等
の
比
率
も
低
く
、
財
政
の
弾
力

性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
負

担
す
べ
き
負
債
が
少
な
く
将
来
に
わ
た
り

安
定
し
た
財
政
運
営
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

芋

財
政
上
の
問
題
点

・
基
金
残
高
が
、
県
内
市
町
及
び
類
似
団

体
よ
り
低
い
た
め
、
特
定
の
支
出
目
的
の

た
め
に
備
え
た
財
源
が
不
足
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
の
で
、
財
政
運
営
上
の
余
裕

が
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

・
歳
出
に
占
め
る
人
件
費
の
割
合
が
類
似

団
体

・
６
%
に
比
べ

.
４
%
と
高
く
、

２１

２３

経
常
経
費
を
高
め
る
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
増
大
す
る
と
、
財
政
の
弾
力

性
が
損
な
わ
れ
財
政
健
全
化
の
障
害
と
な

り
ま
す
。

鰯

財
政
上
の
問
題
点
へ
の
対
応

・
投
資
的
経
費
の
見
直
し
、
総
人
件
費
の

抑
制
及
び
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
の
歳
出

削
減
に
よ
り
、
平
成

年
度
末
ま
で
に
約

２６

３
億
円
の
基
金
残
高
を
増
加
さ
せ
る
計
画

で
す
。

・
人
件
費
の
抑
制
の
た
め
、
定
員
適
正
化

計
画
に
基
づ
き
職
員
数
を
削
減
し
、
平
成

年
度
ま
で
に
給
与
費
を
８
・
３
%
削
減

２６し
、
人
件
費
の
割
合
を

・
６
%
ま
で
削

２０

減
し
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

こ
の
財
政
計
画
は
、
現
行
の
地
方
財
政

制
度
及
び
現
時
点
で
の
社
会
経
済
情
勢
を

前
提
と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
国
の
制
度
改
正
や
大
き
な
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
計
画
の
内
容

に
整
合
性
が
取
れ
な
い
場
合
に
は
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
本
計
画
に
計
上
さ
れ
た
主
要

事
業
を
実
施
し
て
い
く
た
め
に
は
、
計
画

に
基
づ
き
、
歳
入
増
に
向
け
努
力
す
る
と

も
に
、
歳
出
削
減
の
施
策
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
財
政
計

画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
健

全
な
財
政
運
営
に
努
め
、
持
続
可
能
な
自

立
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
。

※

掲
載
内
容
は
概
要
で
す
。
全
文
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
財
政
管
理
課

撒（

）４
１
１
6

５７

歳 入 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

町税 3,666,773 3,667,820 3,597,255 3,564,931 3,559,565

譲与税・交付金 370,000 358,000 369,000 370,000 372,000

地方交付税 416,000 615,432 624,368 671,615 692,108

分担金・負担金 82,895 82,895 82,895 82,895 82,895

使用料・手数料 25,009 41,768 41,768 41,768 41,768

国庫支出金 679,841 1,429,867 1,427,260 1,372,519 1,220,290

県支出金 388,041 350,032 312,808 300,649 267,649

財産収入 3,799 3,799 3,799 3,799 3,799

寄附金 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

繰入金 178,681 325,059 289,238 360,431 284,539

繰越金 120,747 170,000 170,000 170,000 170,000

諸収入 35,791 35,791 36,291 36,291 36,291

町債 529,100 506,700 695,100 496,500 456,800

歳入合計 6,498,677 7,589,163 7,651,782 7,473,398 7,189,704

歳 出（性質別） 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

人件費 1,597,582 1,588,618 1,585,556 1,582,582 1,572,480

扶助費 767,145 1,542,416 1,557,688 1,588,231 1,588,231

公債費 390,436 400,355 399,820 399,757 384,078

物件費 1,280,586 1,289,871 1,244,658 1,245,261 1,247,377

維持補修費 61,854 61,855 61,855 61,855 61,855

補助費等 1,023,952 1,145,113 1,158,886 1,175,127 1,181,341

積立金 5,267 5,375 5,375 5,375 5,375

投資・出資金・貸付金 10,153 10,153 10,153 10,153 10,153

繰出金 724,214 744,416 753,096 758,929 768,650

投資的経費 637,488 800,991 874,695 646,128 420,164

歳出合計 6,498,677 7,589,163 7,651,782 7,473,398 7,239,704

《表 13》 財政収支見込み（歳出削減前） （単位：千円）

（単位：千円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

3,666,773 3,667,820 3,597,255 3,564,931 3,559,565

370,000 358,000 369,000 370,000 372,000

416,000 615,432 624,368 671,615 692,108

82,895 82,895 82,895 82,895 82,895

25,009 41,768 41,768 41,768 41,768

679,841 1,429,867 1,427,260 1,372,519 1,220,290

388,041 350,032 312,808 300,649 267,649

3,799 3,799 3,799 3,799 3,799

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

30,775 172,981 144,835 194,753 170,013

うち基金繰入金 10,775 152,981 124,835 174,753 150,013

120,747 170,000 170,000 170,000 170,000

35,791 35,791 36,291 36,291 36,291

529,100 506,700 695,100 496,500 456,800

6,350,771 7,437,085 7,507,379 7,307,720 7,075,178

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

1,570,238 1,552,436 1,539,048 1,519,324 1,477,391

767,145 1,542,416 1,557,688 1,588,231 1,588,231

390,436 400,355 399,820 399,757 384,078

1,277,424 1,286,209 1,231,232 1,238,528 1,238,686

61,854 61,855 61,855 61,855 61,855

1,023,552 1,144,713 1,157,792 1,174,514 1,180,247

5,267 5,375 5,375 5,375 5,375

10,153 10,153 10,153 10,153 10,153

724,214 744,416 753,096 758,929 768,650

520,488 689,157 791,320 551,054 360,512

6,350,771 7,437,085 7,507,379 7,307,720 7,075,178

△ 147,906 △ 152,078 △ 144,403 △ 165,678 △ 114,526

1,832,740 1,849,759 1,894,924 1,890,171 1,870,184

物件費

歳出削減前後の比較

基金残高

補助費等

積立金

投資・出資金・貸付金

繰出金

投資的経費

歳出合計

維持補修費

人件費

扶助費

繰入金

繰越金

諸収入

町債

公債費

（単位：千円）

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

歳入合計

歳 出（性質別）

譲与税・交付金

地方交付税

（単位：千円）

歳 入

町税

《表 14》 財政収支見込み（歳出削減後）
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橋保健センターでの集団健診の申込方法

事前申込制です。健康福祉課に電話か来所でのお申し込みになります。

※定員（１２０名）になり次第、締め切らせていただきます。

橋町委託医療機関での個別健診の申込方法

実施期間

産基本健診・特定健診・後期高齢者健診 遇 ６月～１２月

産がん検診 遇 ４月～３月

健診項目によって、申込方法が異なります。

また、医療機関によって、受けられる項目が異なりますのでご確認のうえ、お申し込みください。

問い合わせ先

健康福祉課 撒（５７）４１７１

（表５）町指定医療機関

子宮がん
検診

前立腺がん
検診

大腸がん
検診

胃がん
検診

後期高齢者健診
(後期高齢者保険加入者）
※生活機能評価を含む

特定健診
(40歳～74歳）

※65歳以上は生活機能評価を含む

基本健診
(30歳～39歳）

医療機関

産産産産産撒(56)0280岩崎医院

産産産撒(57)2510菊池クリニック

産産産撒(56)2255木村外科胃腸科内科医院

産撒(56)0356近藤医院

産産産撒(54)5004さくら診療所

産産産撒(57)0056鹿野クリニック

産産産撒(57)9811寺内整形外科

産産産産産産撒(55)0710野木病院

（表４）希望健診項目と申込方法

申込方法医療保険等の種類・希望健診項目

受診券が必要ですので、健康福祉課にご連絡ください。受診券を発

行し、郵送します。

受診券が届きましたら、委託医療機関に電話でお申し込みくださ

い。

４０歳以上の野木町国保の方、後期高齢者医療の方、生活保護の方で、

産基本健診、特定健診、後期高齢者健診のみ希望の方

産基本健診、特定健診、後期高齢者健診とがん検診を

同時に受診希望の方

委託医療機関に電話でお申し込みください。受診券を取り寄せる

必要はありません。

産３０歳代で健診希望の方

産がん検診のみ希望の方

（表２）健診日と受付開始日

受付開始日健診日受付開始日健診日

６/１８（金）

９/６（月）

受付中

７/２５（日）

９/７（火）７/２９（木）

１０/２８（木）７/３０（金）

１０/２９（金）７/３１（土）

１１/２１（日）

１１/２５（木）

１１/２６（金）

１２/６（月）

１２/７（火）

（表３）申込時におたずねすること

①集団か個別か

集団健診の申込か、個別健診の申込かを確認します。

②希望健診日 (表２)の集団健診日程表から選択してください。

③健康保険証 申込時にご用意ください。

④生年月日

⑤希望健診項目

基本健診、特定健診、後期高齢者健診、胃がん検診、肺がん検診、

前立腺がん検診、大腸がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、肝炎ウ

イルス検診の申込受付をします。年齢などによって対象とならな

い健診もありますので、(表１）の対象の欄をよくご確認ください。

⑥氏名

⑦住所

⑧電話番号



（表１）２２年度健診対象者・内容・料金

料 金内 容 な ど対 象種 別

３０～３９歳…１，０００円

生活保護対象者…無料

★問診・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・診察・

血圧・血液検査（脂質・血糖・肝機能）尿（尿糖・尿蛋

白）

※特定健診は、２１年度の検査結果によって、詳細な

健診項目（眼底・心電図・貧血）が加わる方もいます。

★健診日当日６５歳以上の方は、「生活機能評価検

査」（無料）が加わります。（基本チェックリスト・口

腔内の視診・関節の触診・心電図検査・貧血検査・反

復唾液えん下テスト・血清アルブミン検査）

産３０～３９歳(S46.4.1～S56.3.31生まれ)で

町内に住所を有する方

※社保本人除く

産３０歳以上(S56.3.31以前生まれ)の

生活保護対象者

基 本

健 診

４０～６９歳…５００円

７０歳以上…無料

４０～７４歳(S11.4.1～S46.3.31生まれ)の

野木町国民健康保険の方

特 定

健 診

無料
７５歳以上(S11.3.31以前生まれ)の方

※６５歳以上の後期高齢者医療該当者含む

後期高齢者

健 診

５００円★バリウムによる胃レントゲン撮影

３０歳以上(S56.3.31以前生まれ)で

町内に住所を有する方

胃 が ん

検 診

３００円★便潜血反応検査（２日法）
大腸がん

検 診

Ｘ線…２００円

X線＋喀痰…７００円

★胸部レントゲン撮影

★喀痰細胞診

肺 が ん

検 診

３００円★血液検査（ＰＳＡ値測定）
５０歳以上(S36.3.31以前生まれ)の男性で

町内に住所を有する方

前立腺がん

検 診

奇数年齢…５００円

偶数年齢…５，０４０円

★乳房レントゲン撮影と超音波検査

※２２年度対象とならない方も、全額自己負担

（５,０４０円）で受診することができます。

平成２３年３月３１日現在で年齢が奇数の女

性（30歳以上）で町内に住所を有する方

(例：３１、３３、３５、３７、３９歳･･･）

乳 が ん

検 診

奇数年齢…５００円

偶数年齢…３，６７５円

★細胞診

※２２年度対象とならない方も、集団検診全額自己

負担（３,６７５円）で受診することができます。

平成２３年３月３１日現在で年齢が奇数の女

性（２０歳以上）で町内に住所を有する方

(例：２１、２３、２５、２７、２９歳･･･）

子宮がん

検 診

Ｂ型検査…１００円

Ｃ型検査…４００円

★血液検査

（Ｂ型、Ｃ型の肝炎ウイルス検査）

①２２年度中に４０歳の方

(S45.4.1～Ｓ46.3.31生まれ)

②４１歳以上で、肝炎ウイルス検診を受け

たことがない方

肝炎ウイルス

検 診

※町保健センター・医療機関実施を問わず、年度内に１回のみの受診となります。

※野木町国民健康保険以外の方の４０～７４歳の特定健診は、各保険者にお問い合わせください。

※受診の際は健康保険証をご持参ください。

橋7月に実施される集団健診の申込を受け付けています。

９月から１２月に実施される集団健診の申込を、６月１８日から受け付けます。（表２参照）

健診項目・対象・内容・料金をご確認のうえ、お申し込みください。
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健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診はははははははははははははははははははは 健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康づづづづづづづづづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりのののののののののののののののののののの 第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一健診は 健康づくりの 第一歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩
～２２年度生活習慣病健診の申込～

～特定健診でお得外３つのポイント～

気づかないうちに進んでしまうことの多いメタボリックシンドロームをはじめとする生活習慣病。

特定健診はそれらを早期発見する良いチャンスです。早めの対応が病気の重症化を防ぎます。

お得①

５００円でメタボを早期発見外

特定健診の結果が動機付け支援・積極的支援に該当した場合に特定保健指導をご利用いただけます。脱メ

タボに向けた取り組みやすい目標を見つけ、始めることは生活習慣病にならない体をつくるチャンスです。

お得②

保健指導で生活習慣改善外

早い段階で生活習慣病の発病や重症化を防げれば、家庭の医療費を抑えられます。それだけではなく国保

が負担する医療費の削減にもなり、国保の安定した運営につながります。

お得③

医療費の抑制につながる外

野木町国民健康保険加入者の特定健診を多くの方に受診していただくために、２２年度から自己負担額が５００円

になります。受診することで得する特定健診をこの機会にぜひご利用ください。

野木町国保の４０歳から６９歳の方へ

特定健診の自己負担額が安くなります鎧

半額の

１，０００円 駒 ５００円に鎧娃 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
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In
fo
rm

a
tio

n

お知らせ

今
月
（

６
月
）
は

町
県
民
税
の
納
期
で
す

納
税
義
務
者
に
な
る
方

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
町
内

２２

に
住
む
方

税
額
の
計
算
方
法

納
税
納
期
等

納
税
通
知
書
の
発
送
予
定
は
６
月

日
で
す
。
納
期
は
、
６
月
、
８
月
、

１５
月
、
１
月
の
４
回
に
な
り
ま
す
。

１０

※
次
の
①
～
④
に
該
当
す
る
方
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を

受
け
て
い
る
方

②
障
が
い
者
、
未
成
年
者
、
寡
婦
、

寡
夫
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
の
方

③
前
年
中
の
合
計
所
得
金
額
が
、
２８

万
円
×
（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者

及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）

＋
（
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

親
族
を
有
す
る
場
合
は

万
円
）
以

１７

下
の
方
に
は
均
等
割
は
か
か
り
ま
せ

ん
。

④
前
年
中
の
総
所
得
金
額
等
が
、
３５

万
円
×
（
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者

及
び
扶
養
親
族
の
合
計
数
）
＋
（
控

除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
を

有
す
る
場
合
は

万
円
）
以
下
の
方

３２

に
は
所
得
割
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

興

年
度
の
主
な
改
正
点

２２
算
個
人
住
民
税
に
お
け
る
住
宅
ロ
ー

ン
特
別
控
除
の
創
設

産
対
象
者
等

・
平
成

年
か
ら
平
成

年
ま
で

２１

２５

に
入
居
し
た
方
で
所
得
税
の
住
宅
ロ

ー
ン
特
別
控
除
の
適
用
が
あ
り
、
所

得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
か
っ
た
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
額
に
つ
い
て
、
所
得

税
に
お
け
る
税
額
控
除
額
と
同
額

（
最
高
９
７
５
０
０
円
）
を
限
度
に

控
除
さ
れ
ま
す

※
平
成

～

年
入
居
者
に
つ
い
て

１１

１８

は
給
与
支
払
報
告
書
等
の
改
正
に
よ

り
市
町
村
へ
の
申
告
を
不
要
と
す
る

仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

算
個
上
場
株
式
等
の
配
当
・
譲
渡
益

の
軽
減
税
制
の
延
長

平
成

年
ま
で
の
税
率
は
住
民
税

２０

３
％
、
所
得
税
７
％
で
あ
り
、
平
成

年
か
ら
原
則
住
民
税
５
％
、
所
得

２１税

％
（
配
当
の
１
０
０
万
円
以
下

１５
の
部
分
及
び
譲
渡
益
の
５
０
０
万
円

以
下
の
部
分
は
住
民
税
３
％
、
所
得

税
７
％
を

年
ま
で
継
続
）
と
な
る

２２

と
こ
ろ
を
、
金
融
市
場
の
活
性
化
の

観
点
か
ら
平
成

年
か
ら

年
ま
で

２１

２３

上
場
株
式
の
配
当
・
譲
渡
益
と
も
に

住
民
税
３
％
、
所
得
税
７
％
と
な
り

ま
し
た
。

問
町
税
務
課

撒（

）４
１
２
２

５７

家
屋
を
新
築
等
に
よ
り

取
得
さ
れ
た
方
へ

年
中
に
家
屋
を
新
築
、
増
築
及

２１
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
方
に
対

し
、
７
月
に
不
動
産
取
得
税
が
課
税

に
な
る
予
定
で
す
。

来
月
お
手
元
に
送
付
さ
れ
る
納
税

通
知
書
に
よ
り
、
納
期
限
（
７
月
３０

日
）
ま
で
に
、
最
寄
り
の
金
融
機
関

ま
た
は
県
税
事
務
所
に
て
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所

撒
０
２
８
２（

）３
４
１
３

２３

年税額＝均等割額＋所得割額

斬均等割額

４７００円（町民税３０００円＋県民税１７００円）

斬所得割額

課税所得金額(合計所得金額―所得控除額)×

税率(一律１０％)－税額控除等

※町民税・県民税とも前年中の所得金額を

基礎に計算します。
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ベ
ビ
ー
の
た
め
の
タ
ッ
チ
ケ
ア

赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
く
触
れ
合
い
な

が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
赤
ち
ゃ
ん
の
体

に
触
れ
る
こ
と
で
親
子
の
絆
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ス

を
通
し
て
育
児
中
の
マ
マ
た
ち
と
の

仲
間
作
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日

時

６
月

日
（
木
）

２４

７
月
８
日
（
木
）

７
月

日
（
木
）

２２

（
全
３
日
）

会

場

町
保
健
セ
ン
タ
ー

対

象

生
後
３
～
６
ヶ
月
の
親
子

（
町
在
住
）

組
１６

内

容

タ
ッ
チ
ケ
ア

お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

申

込

６
月
１
日
（
火
）
よ
り

電
話
又
は

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て

※

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信

の
た
め
の
支
援
に
つ
い
て

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な

ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
世
帯（
生
活
保
護
な

ど
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る
世
帯
、

障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

帯
全
員
が
市
町
村
民
税
非
課
税
で
、

N
H
K
受
信
料
全
額
免
除
と
な
っ
て

い
る
世
帯
が
対
象
）に
、
簡
易
な
チ

ュ
ー
ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の

支
援
を
、

月
１
日
か
ら
受
け
付
け

１０

て
い
ま
す
。

※
N
H
K
と
受
信
契
約
を
結
び
、
全

額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

※
現
物
給
付
で
す
の
で
、
ご
自
身
で

購
入
さ
れ
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
、
ア
ン
テ

ナ
改
修
等
の
費
用
を
精
算
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

問
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

撒（
０
５
７
０
）０
３
３
８
４
０

電
話
で
雨
量
情
報
・
河
川

水
位
情
報
を

栃
木
県
が
観
測
し
て
い
る
雨
量
情

報
や
河
川
水
位
情
報
を
住
民
の
皆
様

に
一
般
電
話
回
線
を
利
用
し
て
提
供

す
る
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て
い
ま

す
。情

報
は
、

分
ご
と
に
更
新
さ
れ
、

１０

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
情
報
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
土
砂
災
害
や
水
害
等

の
危
険
判
断
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

情
報
を
聴
く
に
は
？

①
撒（

）４
５
３
６
に
電
話
を
す
る
。

５７

②
音
声
案
を
選
択
す
る
。

聴
く
こ
と
の
で
き
る
情
報
は
？

【
雨
量
情
報
】

野
木
町
中
心
部
、
小
山
市
中
心
部
、

栃
木
市
中
心
部
・
西
部
・
北
西
部

上
都
賀
郡
南
部

の
６
か
所

【
河
川
水
位
情
報
】

思
川
（
観
晃
橋
…
小
山
市
）

問
町
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
雨
量

情
報
・
河
川
水
位
情
報
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、

全
国
の
河
川
の
「
雨
量
」「
水
位
」「
河

川
予
警
報
」
等
の
情
報
が
リ
ア
ル
タ

イ
ム
に
入
手
で
き
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
か
ら

h
ttp
://w
w
w
.riv
er.g
o
.jp

携
帯
電
話
か
ら

h
ttp
://i.riv

er.g
o
.jp

問
町
総
務
課

撒（

）４
１
１
２

５７

危
険
物
安
全
講
習
会

日

時

７
月
２
日（
金
）

午
前
の
部

午
前

時
～

時

１０

１２

午
後
の
部

午
後
２
時
～
４
時

会

場

小
山
市
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

（
小
山
市
中
央
町
１
‐
１
‐
１
）

申

込

６
月
３
日
～

日
１１

（
土
・
日
除
く
）

小
山
市
消
防
本
部
２
階

予
防
課
保
安
係

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

受
講
無
料

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）３
１
５
７

２１

危
険
物
保
安
講
習
会

日

時

７
月
９
日（
金
）

給
油
取
扱
所

午
前
９
時

分
～

時

分

３０

１２

３０

一
般
取
扱
所
（
給
油
取
扱
所
以
外
）

午
後
１
時

分
～
４
時

分

３０

３０

会

場

栃
木
県
立
県
南
体
育
館

（
小
山
市
大
字
外
城
３
７
１
‐
１
）

申

込

６
月

日
～

日

２１

３０

（
土
・
日
除
く
）

小
山
市
消
防
本
部
２
階

予
防
課
保
安
係

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

３０

１５

受
講
無
料

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（

）３
１
５
７

２１

お知らせ

In
fo
rm

a
tio
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非
自
発
的
失
業
者
に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

平
成

年
４
月
か
ら
、
非
自
発
的

２２

な
失
業
（
離
職
）
に
よ
り
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
た
方
へ
の
保
険
税

の
軽
減
措
置
が
始
ま
り
ま
し
た
。
な

お
、
こ
の
制
度
に
よ
る
軽
減
を
受
け

る
た
め
に
は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。

○
対
象
と
な
る
方

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

1
、
平
成

年
３
月

日
以
降
に

２１

３１

失
業
さ
れ
た
方
。

2
、
失
業
時
の
年
齢
が

歳
未
満

６５

の
方
。

3
、
雇
用
保
険
の
「
特
定
受
給
資

格
者
」
又
は
「
特
定
理
由
離

職
者
」
と
し
て
失
業
等
給
付

を
受
け
る
方
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由

の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
コ

ー
ド
が
次
に
該
当
す
る
方
。

茨

特
定
受
給
資
格
者
の
番
号

、

、

、

、

、

１１

１２

２１

２２

３１

３２

芋

特
定
理
由
離
職
者
の
番
号

、

、

２３

３３

３４

※

雇
用
保
険
特
例
受
給
資
格
者

証
、
雇
用
保
険
高
年
齢
受
給
者

資
格
者
証
に
よ
り
失
業
等
給
付

を
受
け
る
方
は
、
軽
減
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

○
軽
減
の
内
容

失
業
し
た
方
の
給
与
所
得
を
１
０

０
分
の

と
し
て
、
国
民
健
康
保
険

３０

税
の
算
定
及
び
高
額
療
養
費
等
の
所

得
区
分
の
判
定
を
行
い
ま
す
。

○
軽
減
期
間

平
成

年
４
月
以
降
の
国
民
健
康

２２

保
険
税
が
対
象
と
な
り
、
離
職
日
の

翌
日
の
月
の
分
か
ら
、
そ
の
月
の
属

す
る
年
度
の
翌
年
度
末
ま
で
と
な
り

ま
す
。（
平
成

年
３
月

日
か
ら

２１

３１

平
成

年
３
月

日
の
間
に
離
職
さ

２２

３０

れ
た
方
は
平
成

年
度
末
ま
で
）

２２

ま
た
、
再
就
職
な
ど
で
会
社
の
健

康
保
険
な
ど
に
加
入
す
る
な
ど
国
民

健
康
保
険
を
脱
退
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
時
点
ま
で
の
軽
減
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
方
法

保
険
証
・
世
帯
主
の
印
鑑
（
認
印

で
可
）・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を

持
参
し
、
税
務
課
町
民
税
係
で
申
請

し
て
下
さ
い
。

問
町
税
務
課

撒（

）４
１
２
１

５７

町
住
民
課

撒（

）４
１
３
６

５７

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

日

時

７
月
３
日（
土
）

午
前
９
時

分
～

３０

会

場

小
山
第
１
小
学
校

（
小
山
市
中
央
町
１
‐
３
‐
１
）

申

込

６
月

日
～

日

１２

２６

受
講
無
料
・
テ
キ
ス
ト
配
布
。
活

動
し
や
す
い
服
装
で
。
A
E
D
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
等
の
使
用
方

法
に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（

）３
１
６
４

２１

野
木
分
署

撒（

）１
１
１
９

５７

栃
木
県
政
世
論
調
査
に
ご
協
力
を

対

象
県
内
に
在
住
す
る

歳
以
上
の

２０

方
か
ら
２
０
０
０
名
を
無
作
為
抽
出

期

間

５
月

日
～
６
月
８
日

１７

調
査
方
法

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。（
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。
是
非
ご
協
力
く

だ
さ
い
）

問
県
広
報
課

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

（10）

お知らせ

年金Ｑ&Ａ ～国民年金の加入①～
Ｑ．２０歳になったら、必ず国民年金に加入するの？

Ａ.日本国内に住所を有する方は、２０歳になったら、厚生年

金や共済組合に加入している方を除いて、すべて国民年金

に加入することになっています。

年金事務所から送付された加入届出書に必要事項を記入

のうえ、役場住民課の窓口へ提出してください。

Ｑ．厚生年金に加入しているが、国民年金には加入しなく

てもいいの？

Ａ.すべての国民は国民年金に加入することになっていま

す。会社などに勤めて、厚生年金や共済組合に加入してい

る方も同時に国民年金に加入することになります。

加入手続きは、厚生年金や共済組合に加入したときに自

動的に行われます。あなたが直接手続きを行う必要はあり

ません。

Ｑ．会社を退職した場合は、国民年金に加入しなければな

らないの？

Ａ.２０歳以上６０歳未満の方は、厚生年金や共済組合などの

公的年金制度に加入している方を除き、国民年金に加入し

なければなりません。会社を退職したことにより厚生年金

に加入しなくなったら、国民年金の第1号被保険者として

自ら加入手続きを行っていただくことになります。

役場住民課の窓口で、退職日の分かる書類（資格喪失証

明書、離職票等）を持参のうえ、国民年金加入の手続きを

行ってください。 問：住民課 撒（５７）４１４０
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「
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室

～
毎
日
の
食
事
で
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！
～

」

参
加
者
募
集

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
食
事
編
を

開
催
し
ま
す
。
生
活
習
慣
病
予
防
の

食
生
活
の
話
や
地
元
の
食
材
を
使
っ

た
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
実
習
な
ど
、

ス
ッ
キ
リ
な
か
ら
だ
作
り
を
目
指
し

ま
す
。

日

時

６
月

日
（
水
）

３０

午
後
１
時

分
～
３
時

３０

会

場

町
公
民
館

対

象

町
在
住
者
（
定
員

名
）

１５

内

容

講
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習

（
試
食
２
品
程
度
）

持
ち
物

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

マ
ス
ク
、
筆
記
用
具
、

お
手
ふ
き

申

込

電
話
又
は

町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て

※

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
１

５７

平
成

年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

２２

「
消
し
た
か
な

あ
な
た
を
守
る

合
言
葉
」

「
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ
！
」

第
５
回
子
ど
も
ま
つ
り

子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
来
ま
せ

ん
か
。

子
ど
も
を
持
つ
親
へ
の
子
育
て
支

援
と
仲
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
町
民

生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
が
企
画

し
ま
し
た
。

日

時

７
月
３
日
（
土
）

午
前

時
～

時

１０

１２

会

場

町
公
民
館
研
修
室

他

対

象

３
歳
か
ら
７
歳
程
度
ま
で

の
子
ど
も
と
保
護
者

内

容

ゲ
ー
ム
、
本
の
読
み
聞
か
せ
、

折
り
紙
、
も
の
づ
く
り
、

昔
遊
び

参
加
費

１
０
０
円
（
一
家
族
）

申
込
不
要
・
直
接
会
場
へ

※

乳
幼
児
は
託
児
し
ま
す
。

※

動
き
や
す
い
服
装
で
。

問
町
健
康
福
祉
課
撒（

）４
１
７
2

５７

町
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
の
委
員
を

公
募
し
ま
す
!!

男
女
が
共
に
支
え
あ
い
、
性
別
に

か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
社
会
の
形
成
を

め
ざ
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
（
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
）
を
策
定
す
る

た
め
、
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員

３
人
以
内

応
募
資
格

○
町
内
に
在
住
又
は
在
勤
の
方

○
満

歳
以
上
の
方
（
平
成

年

２０

２２

４
月
１
日
現
在
）

○
町
議
会
議
員
及
び
町
職
員
以
外

の
方

○
年
４
～
５
回
程
度
の
委
員
会

（
平
日
）
に
出
席
可
能
な
方

任

期

委
嘱
の
日
か
ら
「
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
が

策
定
さ
れ
る
ま
で

報

酬

報
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

６
月
７
日
～

６
月

日
２８

応
募
方
法

次
の
こ
と
を
記
入
し
て
生
活
環

境
課
へ
持
参
又
は
郵
送
、
E
メ
ー

ル
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
様
式

は
自
由
又
は
所
定
の
応
募
用
紙
を

ご
活
用
く
だ
さ
い
）

■

住
所
、
氏
名
、
性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業

■

応
募
の
動
機

選
考
方
法

書
類
に
よ
る
選
考

そ
の
他応

募
用
紙
は
生
活
環
境
課
に
あ

り
ま
す
が
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
提
出
先

【
郵
送
】

〒
３
２
９－

０
１
９
５

野
木
町
大
字
丸
林
５
７
１
番
地

野
木
町
生
活
環
境
課

「
公
募
委
員
」
係

【E
-m
a
il

】

seikatukankyou@
tow
n.nogi.tochigi.jp

問
町
生
活
環
境
課
撒（

）４
１
３
２

５７

「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
の

登
録
申
請
は
お
済
み
で
す
か

こ
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
が

拡
大
さ
れ
、
４
月
か
ら
の
医
療
費

（
保
険
適
用
分
）
が
対
象
に
な
り
、

歳
（
中
３
年
生
）
ま
で
と
な
り
ま

１５し
た
。

小
学
４
年
生
～
中
学
３
年
生
ま
で

の
お
子
様
は
、
あ
ら
た
に
登
録
申
請

が
必
要
で
す
。
ま
だ
お
済
み
で
な
い

方
は
、
必
ず
登
録
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
保
険
証
コ
ピ
ー
（
こ
ど
も
の
も
の
）

・
口
座
番
号

・
印
鑑
（
認
印
）

問
町
住
民
課

撒（

）４
１
４
１

５７

お知らせ

（11）
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お知らせ

第
３
回
T
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

in

参
加
者
募
集

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
恒
例

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア

ー
ト
展
」
に
あ
な
た
も
参
加
し
て
、

会
場
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
は

た
め
か
せ
て
み
ま
せ

ん
か
？

入
賞
者
に
は
ユ
ニ

ー
ク
な
商
品
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
方
法

応
募
要
項
・
応
募
用
紙
は
町
産
業

課
ま
た
は
町
内
の
公
共
施
設
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

応
募
料
金
（
T
シ
ャ
ツ
制
作
費
）

高
校
生
以
上

２
０
０
０
円

中
学
生
以
下

１
０
０
０
円

申
込
期
限

６
月

日
２２

問
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局（
町
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ひ
ま
わ
り

in

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
出
店
者
募
集

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

日

時

７
月

日（
土
）～

日（
日
）

２４

２５

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※

営
利
目
的
及
び
飲
食
物
販
売

の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。

場

所

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ベ
ン
ト
会
場

対

象

町
内
の
個
人
又
は
団
体

募
集
区
画

２
区
画

（
１
区
画
あ
た
り
約

ｍ
×

ｍ
）

３．６

５．４

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定

申
込
期
限

６
月

日
２２

問
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局（
町
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協
賛
金
」

及
び
「
ひ
ま
わ
り
う
ち
わ
ス
ポ
ン
サ
ー
」
募
集

町
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
り
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
大
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
７
月

日
～

日
に
開
催
し

２４

２６

ま
す
。

そ
こ
で
、
本
イ
ベ
ン
ト
へ
ご
協
賛

い
た
だ
け
る
方
々
及
び
会
場
で
配
布

す
る
「
ひ
ま
わ
り
う
ち
わ
」
の
ス
ポ

ン
サ
ー
を
左
記
の
と
お
り
募
集
い
た

し
ま
す
。

対

象

「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
協
賛
金
」
又
は
「
ひ
ま
わ
り
う

ち
わ
ス
ポ
ン
サ
ー
」
と
し
て
、
以
下

の
金
額
を
ご
協
力
い
た
だ
け
る
個
人

又
は
事
業
主
の
方

金

額
協
賛
金

一
口

五
千
円

ひ
ま
わ
り
う
ち
わ
ス
ポ
ン
サ
ー

一
口

三
万
円

※
ご
協
力
い
た
だ
い
た
場
合
、
会
場

で
配
布
す
る
チ
ラ
シ
又
は
「
ひ
ま
わ

り
う
ち
わ
」
に
氏
名
又
は
会
社
名
を

記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
期
間

協
賛
金

６
月
２
日
～
６
月

日
３０

ひ
ま
わ
り
う
ち
わ
ス
ポ
ン
サ
ー

６
月
２
日
～
６
月

日
１５

問
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

事
務
局
（
町
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

「
野
木
町
花
火
大
会
」
協
賛
者
募
集

町
で
は
、
町
民
の
方
々
や
商
店
及

び
事
業
所
の
ご
協
力
を
得
て
、「
野
木

町
花
火
大
会
」
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
イ
ベ
ン
ト
へ
ご
協
賛

い
た
だ
け
る
方
々
を
左
記
の
と
お
り

募
集
い
た
し
ま
す
の
で
是
非
と
も
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

皆
様
の
想
い
を
夏
の
夜
空
に
広
げ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

金

額
協
賛
金

一
口

五
千
円

【
何
口
で
も
可
】

募
集
期
間

６
月
２
日
～

日
３０

問
野
木
町
花
火
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
町
産
業
課
内
）

撒（

）４
１
５
３

５７

◎
野
木
町
花
火
大
会

日

時

７
月

日（
日
）

２５

午
後
７
時

分
～
８
時

３０

※

雨
天
時
は
７
月

日（
月
）

２６

会

場

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
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と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会

求
職
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
の
就

職
や
生
活
・
就
労
相
談
、
キ
ャ
リ
ア

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
に
専
門
の
ス
タ

ッ
フ
が
対
応
し
ま
す
。

日

時

平
成

年
６
月

日（
木
）

２２

１７

午
後
１
時
～
４
時

（
受
付
は
午
後
３
時

分
ま
で
）

３０

場

所

栃
木
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

栃
木
市
今
泉
町
１-

２-

７

相
談
内
容

①
再
就
職
に
関
す
る
こ
と

②
公
営
住
宅
、
生
活
資
金
、
職
業

訓
練
に
関
す
る
こ
と

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に

関
す
る
こ
と

④
賃
金
、
労
働
時
間
な
ど
の
労
働

条
件
に
関
す
る
こ
と

問
と
ち
ぎ
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
０
０
）４
０
７
１

小
山
労
政
事
務
所

撒
０
２
８
５（

）４
０
３
２

２２

上
下
水
道
料
金
は
口
座
振
替
で

昼
間
留
守
に
な
り
が
ち
な
ご
家
庭

は
、
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
７
日

に
指
定
口
座
よ
り
上
下
水
道
料
金
が

自
動
的
に
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

足
利
銀
行
、
栃
木
銀
行
、

み
ず
ほ
銀
行
、
常
陽
銀
行
、

足
利
小
山
信
用
金
庫
、

中
央
労
働
金
庫
、

小
山
農
協
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

申
込
方
法

町
上
下
水
道
課
ま
た
は
取
扱
金
融

機
関
に
届
出
印
鑑
を
持
参
の
う
え
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
４
６

５７

６
月
１
日
～
７
日
は

第

回
水
道
週
間
で
す
。

５２今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
水
道
に

寄
せ
る
信
頼

飲
む
安
心
」
で
す
。

野
木
町
の
水
道

町
の
水
道
は
、
昭
和

年
に
給
水

５１

開
始
し
て
以
来
、
思
川
浄
水
場
で
処

理
さ
れ
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
と

し
て
供
給
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

〔
平
成

年
３
月
末
現
在
〕

２２

酸
給
水
戸
数

８
５
５
０
戸

酸
給
水
人
口

２
３
４
４
５
人

酸
普
及
率

・
０
％

９７

酸
一
日
平
均
給
水
量６

５
３
６
逢
／
日

酸
一
人
あ
た
り
の
給
水
量

２
８
７
渥
／
日
／
人

問
町
上
下
水
道
課
撒（

）４
１
９
４

５７

子ども手当の申請はお済みですか？
４月から「子ども手当」がはじまりました。（「児童手当」は３月で終

了しました）

「子ども手当」とは、中学校３年生（１５歳到達後最初の３月末）までの

お子様に対して、一律１３０００円を支給する制度です。

現在、中学校２・３年生のお子様がいる保護者と、所得制限などのた

めに児童手当を受給していなかった保護者には、４月上旬に「認定請

求書」または「額改定認定請求書」を送付しています。

まだ手続きが済んでいない方はお早めに手続きをしてください。

「認定請求書」を提出していただく方

１．中学校2・3年生のお子様のみがいる方

２．所得制限により、児童手当を受給していなかった方

「額改定認定請求書」を提出していただく方

３月まで児童手当を受給していて、中学校２・３年生のお子様

がいる方

手続きが不要な方

１．３月まで児童手当を受給していて、中学校２・３年生のお子

様がいない方（児童手当から自動的に切り替わります）

２．公務員の方（勤務先にお問い合わせください）

※その他、不明な点がありましたらお問い合わせください。

問住民課 撒（５７）４１４１



事
業
所
の
皆
様
へ

平
成

年
の
労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・
納

２２

付
時
期
は
６
月
１
日
～
７
月

日
と
な
り
ま
す

１２

平
成

年
度
の
年
度
更
新
の
手
続

２２

き
は
６
月
１
日
～
７
月

日
ま
で
の

１２

間
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

労
働
保
険
の
算
定
方
法
は
変
わ
り

ま
せ
ん
が
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３

月

日
ま
で
に
支
払
う
賃
金
総
額
に

３１
保
険
料
率
を
乗
じ
て
得
た
額
と
な
り

ま
す
）、
雇
用
保
険
料
率
が
改
正
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
保
険
料
計
算

に
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

な
お
、
概
算
・
確
定
保
険
料
の
申

告
・
納
付
は
県
労
働
保
険
徴
収
室
・

労
働
基
準
監
督
署
に
お
い
て
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
最
寄
り
の
日
本

銀
行
歳
入
代
理
店
・
郵
便
局
等
で
も

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
際

は
、
申
告
書
と
納
付
書
を
切
り
離
さ

な
い
で
、
保
険
料
を
添
え
て
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
労
働
保
険
料

申
告
等
の
事
務
を
社
会
保
険
労
務
士

や
労
働
保
険
事
務
組
合
に
委
託
す
る

方
法
も
あ
り
ま
す
）。

詳
し
く
は
県
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
室
・
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
公

共
職
業
安
定
所
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
県
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

撒
０
２
８（
６
３
４
）９
１
１
３

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
医
療
相
談

難
病
の
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の
方

々
が
安
心
し
て
療
養
生
活
が
送
れ
る

よ
う
に
、
医
療
に
関
す
る
悩
み
や
不

安
に
つ
い
て
、
専
門
の
医
師
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
は
無
料
で
す
。

○
予
約
が
必
要
で
す
。

○
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

実
施
日
ご
と
に
対
象
疾
患
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時

間

午
後
１
時
～
４
時

場

所
と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

＊

各
月
の
対
象
疾
患
は
、
担
当
医
の

都
合
等
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り
。

＊
「

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

※１
に
よ
る
生
活
福
祉
の
相
談
」「
※２

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
」「
※３

就
労
相
談
員
に
よ
る
就
労
相
談
」

を
同
日
に
実
施
予
定
。

主
な
疾
患
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、

そ
の
他
の
疾
患
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

撒
０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

姉
０
２
８（
６
２
３
）３
９
２
０

月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

午
前

時
～

時

１０

１２

午
後
１
時
～
４
時

お知らせ

In
fo
rm

a
tio

n
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《平成２２年度開催予定表》

主な疾患対象疾患開催月

突発性難聴
聴覚・平衡機能系（※１）

平成２２年６月
メニエール病

網膜色素変性症
視覚系

加齢黄斑変性

後縦靱帯骨化症
骨・関節系

平成２２年７月
特発性大腿骨頭壊死症

全身性エリテマトーデス
免疫系

皮膚筋炎及び多発性筋炎

特発性拡張型心筋症
循環器系

平成２２年８月
肥大型心筋症

強皮症
皮膚・結合組織系

混合性結合組織病

パーキンソン病関連疾患
神経・筋疾系（※１）（※３）

平成２２年９月

脊髄小脳変性症

潰瘍性大腸炎
消化器系（難治性炎症性腸管障害）（※２）

クローン病

サルコイドーシス
呼吸器系

特発性間質性肺炎

再生不良性貧血
血液系

平成２２年１０月
特発性血小板減少性紫斑病

原発性胆汁性肝硬変
消化器系（膵・肝臓）

重症急性膵炎

突発性難聴
聴覚・平衡機能系

平成２２年１１月
メニエール病

ＩｇＡ腎症
腎・泌尿器系

難治性ネフローゼ症候群

後縦靱帯骨化症
骨・関節系（※１）

平成２２年１２月
特発生大腿骨頭壊死症

強皮症
皮膚・結合組織系

混合性結合組織病

副腎低形成（アジソン病）
内分泌系

平成２３年１月
間脳下垂体機能障害

潰瘍性大腸炎
消化器系(難治性炎症性腸管障害)（※２）

クローン病

全身性エリテマトーデス
免疫系

平成２３年２月
皮膚筋炎及び多発性筋炎

網膜色素変性症
視覚系（※１）

加齢黄斑性

サルコイドーシス
呼吸器系

平成２３年３月
特発性間質性肺炎

パーキンソン病関連疾患
神経・筋疾患（※１）

脊髄小脳変性症

防衛大学校等入学試験及び自衛官採用試験のお知らせ
試 験 期 日受 付 期 間資 格募 集 種 目

１次：１１月６・７日９月６日～１０月１日高卒（見込含）２１才未満の者防衛大学校学生

１次：１０月３０・３１日９月６日～１０月１日高卒（見込含）２１才未満の者防衛医科大学校学生

１次：９月２３日８月１日～９月１０日高卒（見込含）２１才未満の者航 空 学 生

１次：１０月２３日９月６日～１０月１日高卒（見込含）２４才未満の者看 護 学 生

１次：９月１８日８月１日～９月１０日１８才以上２７才未満の者一般曹候補生

受付時にお知らせします。年間を通じて行っております。
１８才以上２７才未満の者

男子
自衛官候補生

９月２６～２９日８月１日～９月１０日女子

上記は募集要項を抜粋したものです。詳しくはお問い合わせください。

問自衛隊小山地域事務所 02858(25)4763



お知らせ

Hiro column No.12Hiro column No.12

コラムコラムひひろろコラムひ ろ
野木町長
真瀬宏子

三つ子の魂で百まで

生まれたばかりの子供の目に写る世界はす

べてが新鮮で真新しく興味深いものでしょう。

そしてお母さんの腕に抱かれて眠る幸せはなん

といってもかけがえのないものです。 私たち

は意識するとしないとに関わらず幼いときのい

ろいろな体験を積み重ねながら現在を生きてい

るのだと思います。そして少しでも心豊かに育

っていけるように大人たちは常に子供たちの環

境を整えていかなければなりません。少子高齢

化が進む現在、そのことに特に注意して細心の

注意を払いながら進んで行かなければ… と肝

に銘じています。

我が町では四ヶ月、八ヶ月乳幼児健康診査の

時に“ブックスタート”

の項目を入れています。

これは町内すべての子供

達に、絵本を使って親子

のあたたかい時間を届け

たいという図書館ボラン

ティアの熱意があって実

現したことだそうです。

ほかにわらべ歌や絵本の展示を行い、工夫を凝

らして親子のふれあいをサポートして下さって

います。行政と町民ボランティアがとてもうま

く協働できている例であると思います。赤ちゃ

んは実際には絵本の内容はわからないにしても

ボランティアの方達の暖かいぬくもりを肌で感

じているに違いありません。“三つ子の魂百ま

で”子供達に幸せ体験をたくさん提供していき

たいと思います。

伺ご提案やご意見をお寄せください外

町政へのご提案やご意見をお寄せくださ
い。今後の新しいまちづくりの参考とさせ
ていただきます。

胸お手紙で
宛先 〒３２９‐０１９５（住所不要）

野木町長 真瀬宏子 行
胸ファックスで 姉０２８０（５７）４１９０
胸メールで
町ホームページトップページの
「ご意見箱」をクリックしてください。
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（
財
）野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

嘱
託
職
員
募
集

募
集
職
種

（
財
）野
木
町
施
設
振
興
事
業
団
嘱

託
職
員（
一
般
事
務
・
舞
台
管
理
）

募
集
人
員

１
名

受
験
資
格

平
成

年
８
月
１
日
現
在
で
、

２２
歳
以
下
の
方

３０
試
験
期
日

平
成

年
６
月

日（
土
）

２２

２６

試
験
会
場

町
文
化
会
館（
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
）

試
験
方
法

作
文
・
面
接
・
適
性
試
験

受
付
期
間

６
月
１
日
～

日
２０

（
来
館
の
場
合
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
火
曜
日
を
除
く
）

（
郵
送
の
場
合
）

６
月

日
必
着

２０

提
出
書
類

履
歴
書（
市
販
の
も
の
に
写
真
添
付
）

※
提
出
後
試
験
案
内
を
通
知
。

採
用
予
定

年
８
月
１
日

２２

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問（
財
）野
木
町
施
設
振
興
事
業
団

撒（

）２
０
０
０

５７

栃
木
特
別
支
援
学
校
体
験
学
習
会

平
成

年
度
よ
り
肢
体
不
自
由
の

２２

あ
る
お
子
様
が
、
身
近
な
地
域
で
専

門
的
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

肢
体
不
自
由
教
育
部
門
が
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
お
子
様
の
就
学
や
進
学
の

参
考
に
体
験
学
習
会
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。

日

時

７
月
８
日
（
木
）

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部

９
月
８
日
（
水
）

高
等
部

月

日
（
月
）

１０

２５

中
学
部

月
４
日
（
木
）

１１小
学
部

月

日

１１

３０

高
等
部
（
中
３
対
象
）

問
県
立
栃
木
特
別
支
援
学
校

栃
木
市
皆
川
城
内
町
1
0
5
3
番
地

撒
０
２
８
２（

）７
５
７
５

２４

撒
０
２
８
２（

）１
７
０
３

２５

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
借
金
の
こ
と
で

関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

で
は
多
重
債
務
で
お
困
り
の
皆
さ
ん

か
ら
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
て

い
ま
す
。相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り

ま
す
。一
人
で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
は

お
電
話
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
日
時

月
～
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時

分
～

時

３０

１２

午
後
１
時
～
４
時

分
３０

費
用
無
料

問
関
東
財
務
局
宇
都
宮
財
務
事
務
所

撒
０
２
８（
６
３
３
）６
２
２
１

（
代
表
）
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この春、希望とちょっぴりの不安を胸に小学校に入学した新一年生も、ランドセ

ルを背負っての通学に慣れてきた頃でしょうか。我が家の長男が野木小学校に入学

したのは、ちょうど二十年前のことでした。登校班のお兄さんやお姉さんに守られ、

熊野神社の鳥居の前で黄色い安全帽子をとり一礼してから参道を進んでいきます。

狛（こま）犬の手前で右側の道路に下りるでこぼこの階段を通り細い道を歩いてい

くと、開けた所に高い煉瓦窯の煙突が現れます。静かに座っているようなその煉瓦

窯の東側を巡って野木小学校に向かっていきます。

こんな身近な煉瓦窯について何も知らなかったことに気付いたのは、昨秋に『煉

瓦窯保存・修復のための寄附金・募金のお知らせ』を目にしてのことでした。煉瓦窯

のことを詳しく知りたいと、窯の内部を見学することのできる説明会に参加させて

いただきました。煉瓦が焼き上がるまでの工程や、この煉瓦窯の価値についてのお

話などを伺ってから初めて入ることのできた内部は、思っていたよりも広くて、と

てもひんやりとしていました。ここにびっしりと積まれた煉瓦の素地が真っ赤に焼

かれて、煙突からは勢いよく煙が立ち上がっていたのでしょう。そのような光景を

思い描いて、過ぎ去っていった歳月の重みを実感することができました。この見学

は、町内外の方を問わず十名以上まとめて事前に申し込んでいただければ可能との

お話もお聴きしましたのでお知らせします。明治時代の産業遺産としてほぼ原形を

留めているのは、この煉瓦窯だけのようです。興味のある方は、ぜひご覧になっては

いかがでしょうか。焼きあがった煉瓦の良品は、東京駅の駅舎や他の建造物などに

使用されたそうです。それでは余り良くない物は、廃棄されてしまったのでしょう

か？いいえそうではなかったようでした。それらは地元で活用されたそうです。そ

のひとつが熊野神社参道脇の土留めや階段になっていたとのことでした。昨年、崩

れ落ちる心配があるので通路部分の煉瓦が掘り上げられ、コンクリートで固められ

て通ることはできなくなりました。子どもたちの通学路は安全のために変わってし

まいました。この正月に帰省した二女は初詣の折に気付いたようです。「でこぼこの

道、なくなっちゃったんだ。雨の日なんかすべりそうでドキドキだったけれど楽し

かったな」と、小学生時代に思いをはせ

ていた。下校のとき、「今日は裏道から帰

ろう！」と相談した子どもたちは、細い

道を抜け煉瓦窯近くの空き地や熊野神

社での道草を楽しんでいたようでした。

時代々々のたくさんの子どもたちの登

下校を見守ってくれたあのでこぼこの

煉瓦の階段はなくなってしまいました。

でも、煉瓦窯はまだ間に合います。修復

の手当てをきっと待ち望んでいるはず

です。

でこぼこの煉瓦の階段



PLAYLOT～遊び場～
新橋児童館・あかつか児童センターのイベント情報

新橋児童館 ℡(57)9155 あかつか児童センター ℡(54)1440

恭新橋児童館

算ママの時間（ちびっ子クラブ）

色々な事が不安・・？と感じながら

日々可愛いお子さんと接している初

心者マークのお母さん！！

今回は育児＋離乳食についての相

談受け付けちゃいます。

日 時 ６月１日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 乳児とその保護者

参加料 無料

申 込 電話にて児童館へお申し込

み下さい

算お話ししましょ！

みんなで楽しく盛り上がり、スト

レスを追い払っちゃおう！

日 時 ６月１１日（金）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加料 無料

申 込 不要

算親子でヨガ！

いよいよ寒かった冬も終り、暖か

くて気持ちの良い陽気になって来ま

した。

お母さん！！ちょっと油断してお

なか周りプヨプヨしてませんか

？ みんなで頑張っちゃおう！

日 時 ６月１２・２６日（土）

午前１０時３０分～正午

対 象 幼児と保護者

参加料 １組 ５００円（講師料）

申 込 児童館で当日払込

算みんなで遊ぼう！

歌って、踊って、楽器も使ってみん

なでノリノリで遊ぼう！！

日 時 ６月１５日（火）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加料 無料

申 込 不要

算楽しいクッキング

＜冷やし中華＞いよいよ暑い夏が

来るよ～

栄養満点!!新橋食堂の冷やし中華

はいかがですか??

日 時 ６月１９日（土）

午前１０時～正午

対 象 児童・幼児（保護者同伴）

参加料 １人 １００円

申 込 参加費を添えて児童館へ

算おはなし おはなし

いよいよ続くとあまり嬉しくない

梅雨の季節・・ でもこの季節が来る

のをずっと待っていた

カ・エ・ルさん！ そんなカエルさ

んとみんなもいっしょに遊びましょ

ッ！！

日 時 ６月２５日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

参加料 無料

申 込 不要

恭あかつか児童センター

算おはなしランド

楽しいお話し盛りだくさん！！幼

児クラブでは味わえないお話しを親

子でお楽しみください。

日 時 ６月４日（金）

午前１０時３０分～１１時３０分

対 象 幼児と保護者

申 込 児童センターまで（電話可）

算ふれあいゴルフ

梅雨に負けるな！！センターの体

育館で手作りゴルフコースに挑戦。

地域の方と交流を深めながら楽し

んでください。

日 時 ６月１９日（土）

午前１０時３０分～正午

対 象 小学生以上 ２０名程度

参加料 １人１００円

申 込 参加費を添えて児童センターへ

（電話不可）

算七夕週間

児童センターの門に笹の葉を用意

します。子どもたちはもちろん、み

なさんで飾り付けをしましょう。

日 時 ７月１日（木）～７日(水)

開館時間中

※ ご自宅で作った短冊や飾りを自

由に飾り付けて下さい。

もちろん児童センターにも、短

冊や飾りを用意しておきますので、

そちらをご利用いただいてもＯＫ

です。

☆６月もぴよぴよぐみ・うさぎぐ

み・ひまわりぐみを開催しますよ樺

たくさんのお友だちと一緒にいろ

んな体験をしませんか？

お気軽にご参加ください。待って

ま～す。

（17）
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うつ病が疑われたら
Vol.３

①なりやすい性格は…
・生真面目で几帳面、責任感が強い。
・秩序を重んじ、融通が聞かない。
・人に相談するのが苦手で、１人でがんば
りすぎる。
②きっかけは…
様々な生活体験がきっかけになります。
ストレスの原因になりやすいこれらの体
験に、性格などの相互作用でうつになる
可能性が高まります。
さらに、家系にうつの人が多い場合は、
よりうつになる可能性がそうでない人よ
り高いと考えて、早めに注意するように
しましょう。
③ 周囲の人はこんなふうにサポートしましょう
・治療は薬物治療が基本です。
症状が強くて仕事や家事に支障が出て
いたら、医療機関の受診を勧めましょう。
本人がうつ病という病気を正しく知り、
病気であると認識することが大切です。
まず、医療機関を受診して薬物療法を受
けることから始めます。そして、職場や
家庭の環境を整えて休養をとれるように
していきます。さらに、カウンセリング
や精神療法などで、柔軟な考え方ができ
るよう、心理的療法を行っていくことな
ども有効です。
・本人の話をよく聞きましょう
「頑張って」などの励ましの言葉は、“頑
張りたくても頑張れない”状態の本人を
余計に追い詰めてしまうことがあります。
まずはじっくり話を聞いてあげてくださ
い。
・本人のペースを大切にしましょう
無理に外出や気分転換を勧めずに本人
がその気になるまで待ってください。な
かには、何もできなくなる方もいらっし
ゃいます。なぜできないのかなど問い詰
めることはやめましょう。本人にもどう
してよいかわからないのです。

町健康福祉課 社会福祉係

うつ病患者の家族の心がまえ

茨 怠けているのではなく病気だと認識する。

芋励ましたりせず、不用意に外出等に誘わ

ない。

鰯あせらない。

允３ヶ月くらいは注意深く様子を見守る。

印自殺に注意する。

咽負担を取り除き、できるだけ協力する。

員服薬したかどうかを確認する。

因必要なときは、ためらわず入院させる。

（18）

みんなで子育て

外で遊ぶのが気持ちの良い季節になり

ましたね。公園で元気いっぱい遊ぶ子ど

もたちを見ると、自然と笑顔になります。

そんな中、「あれ、うちの子、みんなと

仲良く遊べないかも」「みんなより言葉が

ちょっと遅いかな」「歩いていてよく転ぶ

なあ・・・」など、他のお子さんと比べ

て悩むことはありませんか？

そんな悩みを誰にも相談できずに、一

人で抱えたまま子育てをしているお母さ

ん達は意外に多いようです。そんな時は、

ぜひ保育所に遊びに来てください。

丸林保育所では、そ

の子どもの気になる部

分に配慮しながら、個

々の発達に合わせた保

育をすすめています。

なかには、みんなと一

緒に行動する事が苦手

な子もいますが、クラ

ス内での活動にこだわらず、年齢を越え

た活動を行っています。

時々、みんなと一斉に行動することが

できずに困っている友だちがいると、子

どもたちが自然に声を掛け、手を添えて

手伝ってあげたりする姿を見ることがで

きます。私たち大人が意図しなくても、

子どもたちは普段の生活の中でお互いに

支え合い、優しい気持ちを育んでいます。

私たちは、毎日の保育の中で子どもの

個性を大事にしながら、子ども一人ひと

りの持っている力を引き出すお手伝いを

していければ良いなと思っています。

子育て支援「げんきっ子クラブ」にも

歌が大好きな、子育て中の専任スタッフ

がいるので、気軽にお子さんと遊びに来

たり、子育ての相談をしたりしてくださ

いね。お待ちしています！

丸林保育所 新井小波子
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弓道教室

日 時 毎週水曜日
午後１時３０分～
毎週土曜日
午後７時～

１回２時間程度（全１０回）
会 場 町弓道場
対 象 中学生以上
申込み 随時受付

問小林史之 撒(５６)０１２３

剣道体験教室

期 日
６月８日から６月２９日までの
毎週火・木・土曜日（全１０回）
午後７時～
会 場 町武道館 火・木曜日

野木二中武道館 土曜日
対 象 小学生以上
指 導 野木剣友会
参加料 ５００円
申込期間 ６月８日まで

（当日申込可）
問岩崎統一 撒(５６)１２７４

貸出カードの更新

住所や電話番号などに変更があっ
た方は、カウンターに申し出てくだ
さい。

ブックポスト

休館日・閉館後は、返却ポストに
本を返してください。ＣＤ・ビデオ・
カセット等は、入れないでください。
開館中に、カウンターに返してく
ださい。

おはなし会

日 時 ６月４日（金）
午前１１時～１１時３０分

会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 グレース森

日 時 ６月８日、１５日、２２日（火）
午前１１時～１１時２０分

会 場 １階おはなしコーナー
対 象 幼児
ボランティア団体 ピノキオ

日 時 ６月１９日（土）
午後２時～２時３０分

会 場 １階おはなしコーナー
プログラム 絵本と紙しばい 他
対 象 ４歳位から小学生
ボランティア団体 ピノキオ

こども映画会

「龍の子太郎」
日 時 ６月１９日（土）

午後２時～３時２５分
会 場 ２階ホール
対 象 ５歳以上

学校移動図書館巡回日程

ひまわり号で、各小学校を巡回し
ています。一般の方も貸し出しがで
きますのでご利用ください。
ただし、児童書が中心でビデオテ

ープの貸し出しは行っていません。
６/２ 南赤塚小 13:00～14:00
６/８ 佐川野小 13:05～13:50
６/９ 友沼小 13:00～14:00
６/１０ 野木小 13:00～14:00
６/１７ 新橋小 12:50～13:35

新着図書案内

＜一般書＞
○四十九日のレシピ （伊吹有喜）
○北帰行 （佐々木譲）
○僕の明日を照らして

（瀬尾まいこ）
○ロスト・シンボル 上・下

（ダン・ブラウン）
○超訳 ニーチェの言葉

（ディスカバー２１）
○江戸の古地図で東京を歩く本

（河出書房新社）
○変な給食 （ブックマン社）
○物質のすべては光 （早川書房）
＜児童書＞
○パーシー・ジャクソンとオリンポ
スの神々 （リック・リオーダン）

○地球がまわっているって、
ほんとう？ （くもん出版）

○せんろはつづくまだつづく
（竹下文子）

≪布絵本をご利用ください≫

図書館では「見て、触って、楽し
める」布絵本を所蔵しています。フ
ェルト、ボタン、ひもなどでできた
手作りの温もりを感じる絵本です。
製作はボランティア「ひわまり糸

の会」が行っています。障がいをも
つ子どもたちの発達を促す絵本とし
てスタートし、すべての子どもたち
に絵本の楽しみを伝えています。

貸出しもできます
（家族につき１点、２週間）

≪おたのしみパネルシアター≫

パネルシアターを使った歌あそび
やおはなしを楽しみましょう！

日 時 ６月１３日（日）
午前１１時～１１時４５分

会 場 ２階ホール
演 目
○パネルシアター
「とんとんとん こんにちは」
○ブラックパネルシアター
「大きな古時計」
○絵本のよみきかせ、
紙しばいなど

出 演 おおしまけいこさん
（野木町在住）

対 象 幼児～小学校低学年
定 員 ８０名
※入場無料
※事前申込不要

蔵書点検に伴う休館について

６月２３日から６月３０日までの
８日間、蔵書点検のため休館になり
ます。たいへんご迷惑をおかけいた
しますが、ご協力をお願いいたしま
す。なお、７月１日より業務を行い
ますのでご利用ください。
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オカリナ・コンサート

出 演 オカリナデュオ風（パラム）
石坂 芳子、高橋 英子

日 時 ６月１３日（日）
開場 午後１時
開演 午後１時３０分

会 場 町公民館
定 員 ５０名
入場料 無料
後 援 町教育委員会

町文化協会

問土笛の会 小玉鐵太郎
撒（５６）１３８７

生涯学習まちづくり講座
（小山高専協力連携講座）
「まち つくり隊！」

野木町には、歴史的な遺産は何が
あるでしょうか？大きなものから小
さなもの、すぐ気づくもの、埋もれて
いるもの様々です。その歴史的遺産
＝まちづくりの種を探して、これか
らの野木のまちづくりに活かす講座
を開催します。楽しくまちづくりを
してみませんか？
日 時 プログラム参照
場 所 町公民館
対 象 町内在住在勤者
定 員 ３０名
参加費 無料
申込期間 ６月３日～６月１５日

※定員になり次第受付終了
申込方法 町公民館内生涯学習課へ

（電話可）
問町生涯学習課 撒（５７）４１８８

写 真 展

文化協会写真部主催の写真展です。
皆様のご来場をお待ちしています。
日 時 ６月１８日（金）～２０日（日）

午前９時～午後５時
会 場 町公民館２階視聴覚室
入場料 無料
問文化協会写真部部長石川善十郎

撒（５６）１３６８

元気の出るスポーツクラブのぎ事業

養生気功教室

動作・呼吸法・意識の制御など、

心身をリラックスさせて自分の身体

を調整する気功法です。
日 時
６月１２日～７月１０日までの
毎週土曜日（全５回）

午後１時３０分～３時まで
会 場 町武道館
定 員 ２０名（先着順）
参加料 クラブ会員 １０００円

非会員 １５００円
持ち物 運動ができる服装、

タオル、飲み物等
講 師
ＮＰＯ気功文化センター理事

小澤洋子さん
申込方法
参加料を添え町生涯学習課へ

申込期間
６月２日から
（定員になり次第締切）

問町生涯学習課 撒（５７）４１７７

元気の出るスポーツクラブのぎ事業

元気いきいき体験教室

本年度も継続して教室を行います。
簡単な軽スポーツの教室ですのでど
なたでも気軽にご参加ください。夏
休み期間など、親子での参加もお待
ちしています。
日 時
６月から９月までの
第２・第４月曜日
午前９時３０分から１１時まで

会 場 町体育センター
内 容 カローリング、スポーツ

吹き矢等
参加料 無料
申込方法 当日９時までに直接会場へ
※体育館シューズ・上履き等持参

問町生涯学習課 撒（５７）４１８７

第２８回町婦人バレーボールリーグ戦

期 日 ６月１３日（日）
会 場 町体育センター
対 象 町在住在勤の家庭婦人
種 目 ９人制バレーボール
参加料 １チーム １０００円
抽選会 ６月８日

問鈴木千恵子 撒（５７）２４７６

第３４回町野球選手権大会

期 日 社会人
６月１３日・２０日・２７日（日）
学童
６月２０日・２７日（日）

会 場 町総合運動公園
対 象 町野球連盟登録チーム

学童は町内チーム
参加料 １チーム ７０００円
申込期限 ６月８日（抽選会も同日）

問岡村勝 撒（５７）４１８０

第３８回町ソフトテニス選手権大会

期 日 ６月２０日（日）
会 場 町総合運動公園
種 目 一般男女

問須見照夫 撒（５７）３７７５
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特に指定のないものの申込・問い合わせ先は
（土・日・祝日を除く、８：３０～１７：１５）

生涯学習係…… (57) 4188
スポーツ振興係…… (57) 4187

テーマ/講師（敬称略）日時回
まちづくりの種を見つける（グループワーク）６月２０日（日）

1
～全国の歴史まちづくりの現状と
小山高専による取り組み～

10：00～12：00

講師：小山工業高等専門学校 校長 苅谷勇雅
となりまちの実をみてみよう６月２７日（日）

2
～栃木市での商店街活性化や歴史的町並み保存
への取り組み等のまちづくり活動の紹介と問題提起～

10：00～12：00

講師：栃木市「蔵の街一丁目商店会」会長 殿塚治
種をまく（グループワーク）７月１１日（日）

3
～まちづくりの種を確認し、まちづくりへの活用を構想する～10：00～12：00
～歴史まちづくりの散策モデルコース案を作成する～
講師：小山工業高等専門学校 校長 苅谷勇雅
種に水をやる（グループワーク）７月２４日（土）

4 ～これまでの成果と提案を町に提出する～10：00～12：00
講師：小山工業高等専門学校 校長 苅谷勇雅



親子ゼミ
のぎ・まちなかグリーン
ツーリズム２０１０

公民館サポートボランティア（Ｓ

ＶＣ）と町公民館の協働でお贈りす

る、野木町の自然と農業を親子で体

験して、味わって楽しむ講座です。

野木町の良いところ・楽しいところ

をみんなで発見！！しよう。

日時・内容 プログラム参照

対 象 町在住５歳以上の

子どもと保護者

定 員 先着１５組

参加費 １人１，５００円

申込期間 ６月２日～６月１１日

申込方法

参加費を添え、町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１８８

町民大学
「とちぎ最高！みな健康！」

あなたは、「とちぎ」をどれくら
い知っていますか？われらがふるさ
と栃木県には、皆さんの知らない姿
がまだまだ隠れています。それはき
っと素敵な姿です。栃木の魅力や可
能性を発掘しましょう！
また、皆さんの活力を益々大きく

するため、「活きるを楽しむ」コー
スも設けました。是非ご参加くださ
い！
日 時 プログラム参照
場 所 町公民館
対 象 町内在住在勤者
定 員
活きるを楽しむ ２０名
とちぎを楽しむ ３０名
参加費
活きるを楽しむ １，５００円

とちぎを楽しむ 無料
申込期間 ６月３日～６月１１日
※定員になり次第受付終了

申込方法
活きるを楽しむコースは
参加料を添え、町公民館へ

とちぎを楽しむコースは、
電話もしくは町公民館へ

問町公民館 撒（５７）４１８８

パソコン・サロン
ボランティアによる初心者の方を

対象としたパソコン相談室を開催し
ています。
日 時 ６月１０日（木）

午後１時～４時
１９日（土）

午前９時３０分～１１時３０分
場 所 町公民館２階第４研修室

※申込不要

問町公民館 撒（５７）４１７７
※都合により日程変更の場合もあり
ますので、公民館掲示板で確認す
るか、お問い合わせください。
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プログラム

内容日時回

有機農業体験

「田植えでどろんこ

になろう」

６月１９日（土）
①

１０：００～１２：００

水辺の楽校・思川の

散策、桑の実摘み

「野木町の自然、知

ってる？」

６月２６日（土）

②
１０：００～１２：００

「とうもろこしのお

話」と収穫体験

「野木町生まれのフレッ

シュベジタブル①」

７月１０日（土）

③
１０：００～１２：００

「トマトのお話」と

収穫体験

「野木町生まれのフレッ

シュベジタブル②」

７月１７日（土）

④
１０：００～１２：００

有機農業体験

「自分で作った稲を自分

の手で刈り取ろう」

１０月２日（土）
⑤

１０：００～１２：００

野木町煉瓦窯見学・

乗馬

「かわいいポニーと

遊ぼう」

１０月１６日（土）

⑥
１０：００～１２：００

収穫祭

「自分で作ったお米で料

理しちゃおう！！」

１０月（予定）
⑦

※内容変更の場合があります。

【活きるを楽しむ】

テーマ/講師（敬称略）日時回

体験！自彊術～日本最古の健康体操①～６月１６日（水）
1

講師：自彊術普及会 岡泉 絹代13：30~15：30

体験！自彊術～日本最古の健康体操②～６月２３日（水）
2

講師：自彊術普及会 岡泉 絹代13：30~15：30

温泉のホントのトコロ～温泉の効能～６月３０日（水）

3 講師：栃木県保健衛生事業団13：30~15：30

温泉療法医 河合 寛

清水をもちいて蕎麦を打つ７月７日（水）

4 ～そば打ちと温泉を楽しむ～8：00公民館集合

現地学習：那珂川町霧ヶ岳文化体験村、ゆりがねの湯マイクロバス使用

【とちぎを楽しむ】

テーマ/講師（敬称略）日時回

ごじゃっぺこくでね～６月１９日（土）

1 ～ここがおもしろいよ！とちぎ弁～14:00～16:00

講師：まいぷれ那須編集部 編集長 佐藤 弘子

足尾銅山の光と影６月２７日（日）

2 ～導入された先端技術、緑化事業～14:00～16:00

講師：NPO法人足尾歴史館 副理事長 小野崎 敏

栃木といったら、とちおとめ！７月１０日（土）

3 ～誕生秘話、日本一を守れ～14:00～16:00

講師：栃木県農業試験場 いちご研究所 職員

とちぎの伝説の超人７月１７日（土）

4 ～横綱 栃木山 守也～14:00～16:00

講師：栃木翔南高等学校 教諭 板橋 雄三郎
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古
河
市

算
第
４
回
許
我
篆
書
展

こ

が

現
代
書
壇
を
代
表
す
る
書
家
が
、
古
河
市
の
花

「
ハ
ナ
モ
モ
」
に
ち
な
ん
で
「
桃
里
」
を
篆
書
で

表
現
し
ま
し
た
。

日

時

６
月

日(

木)

ま
で

２４

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
た
だ
し
入
館
は
午
後
４
時

分
ま
で
。

３０

場

所

篆
刻
美
術
館

入
館
料

大
人
２
０
０
円
、
小
人

円
５０

休
館
日

毎
週
月
曜
日

問
篆
刻
美
術
館

撒（

）５
６
１
１

２２

加
須
市

算
浮
野
の
里
・
あ
や
め
祭
り

う
き
や

日

時

６
月

日
（
日
）
～

日
（
日
）

１３

２０

午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

場

所

浮
野
の
里

内

容

ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
鑑
賞

女
船
頭
さ
ん
の
田
舟
（
乗
船
で
き
ま
す
）

農
産
物
の
直
売
な
ど

問
加
須
市
役
所

市
民
活
動
支
援
課

撒
０
４
８
０（

）１
１
１
１
（
内
線
３
４
７
）

６２

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報



ク
リ
ー
ン
作
戦
で

遊
水
地
が
き
れ
い
に

4
月

日
に
渡
良
瀬
遊
水
地
で
、

17

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
働
に
よ
る
清
掃

活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
未
明
に
季
節
は
ず
れ
の
雪

が
降
り
、
朝
か
ら
は
冷
た
い
雨
に
変

わ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
な
か

名
近

90

く
の
参
加
に
よ
り
、
粗
大
ご
み
を
含

む
多
く
の
ご
み
が
回
収
で
き
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
守
り
、

私
た
ち
の
憩
い
の
場
で
あ
る
渡
良
瀬

遊
水
地
の
自
然
を
大
切
に
保
全
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Topics～町の話題・投稿～
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野
木
町
消
防
団
第
４
分
団
に

新
し
い
消
防
ポ
ン
プ
車
が

配
備
さ
れ
ま
し
た

こ
の
た
び
野
木
町
消
防
団
に
新
た

な
消
防
ポ
ン
プ
車
（
定
員
六
名
で
ポ

ン
プ
性
能
は
毎
分
二
千
㍑
以
上
）
が

交
付
さ
れ
、
約

年
間
消
防
ポ
ン
プ

１６

車
を
使
用
し
、
老
朽
化
が
目
立
っ
て

い
た
消
防
団
第
４
分
団
（
三
橋
浩
分

団
長

若
林
・
佐
川
野
・
川
田
地
区
）

に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

交
付
式
で
町
長
は
「
こ
の
最
新
鋭

の
消
防
ポ
ン
プ
車
を
最
大
限
活
用
し
、

地
域
防
災
の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ

さ
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

団
員
は
、
新
し
い
車
両
の
操
作
方

法
を
熱
心
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

日 時 6月21日（月）

午後５時３０分～７時

会 場 役場本館１階第１会議室

申 込 不要（当日、会場にて記名）

その他 事業関係の利害に関する話題は遠慮

させていただきます。

問政策課 撒（５７）４１33

煉瓦窯の保存修復費用として、

皆様の寄附金・募金を受付けています。

産4月３０日までにご協力いただいた寄附金・募金

寄附金

（内ふるさと納税 ３４０，０００円）

募 金

計

野野木町煉瓦窯野木町煉瓦窯をを

未来に残すために未来に残すために！！

２，９８４，２５２円

１６７，１８２円

３，１５１，４３４円

問生涯学習課撒（５７）４１８８

人

権

標

語

見
つ
け
出
そ
う

一
人
一
人
の

い
い
と
こ
ろ

野
木
中
学
校

落
合

由
季

お
ち

あ
い

ゆ

き

（

年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）
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春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

瑞
宝
双
光
章
～
防
衛
功
労

元
１
等
陸
尉

手
塚
三
男
氏

（

歳
）（
丸
林
東
下
４
）

６１

町内の交通事故

5件数
４
月
累
計

0死者

5傷者

21
(-13)

件数
（増減）年
累
計
（
前
年
比
）

２２

0
(0)

死者
（増減）

33
(-16)

傷者
（増減）

町内の救急出場

60
出場
件数４

月
累
計 56
搬送
人員

60
(-1)

出場
件数
（増減）

年
度
累
計
（
前
年
比
）

２２

56
(1)

搬送
人員
（増減）

町内の犯罪発生件数

5空き巣
４
月
累
計

0自動車盗

1車上ねらい

4自転車盗

12
(+5)

空き巣
（増減）

年
累
計
（
前
年
比
）

２２

5
(0)

自動車盗
（増減）

11
(+1)

車上ねらい
（増減）

6
(-3)

自転車盗
（増減）

今月の納期

町 県 民 税 第１期

５月１日現在

人口男12,641人
女12,976人
計25,617人

世帯数 9,109

町の人口
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んん
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ギャラリー

大塚 満さん
MitsuruOtsuka

(野木１の２）雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪 のののののののののののののののののののの雪の 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

水彩画
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ハ
ルルルルルルルルルルル
ささささささささささ
んんんんんんんんんん
さ
ん
（（（（（（（（（（

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
））））））））））

（

歳
）
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渡渡渡渡渡渡渡渡渡渡
３３３３３３３３３３

（
野
渡
３
）））））））））））

夫が定年と同時に倒れ、５・６回の入・退院を繰り返し、２３

年の闘病生活を支えてきた。「長かった・・・。」と、ポツリ。

「夫が亡くなったときはガックリ気落ちして、自分が入院

しちゃって、長年の疲労がたたって無理ができなくなちゃっ

てね」と振り返る。

天気の良い日はゆっくりと散歩かたがた甥の家まで歩く

のが何よりの健康法。

「甥夫婦が何かと面倒みてくれて、買い物や医者に連れて

行ってくれたり、洗濯してくれたり助かるよ。有り難くて感

謝しているよ。」

「これからは陽気もよくなるので、無理しない程度に草取

りでもしないとね」と庭先に目をやるハルさん。
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５７

この絵は浅草寺に参拝したおり、雪
に降られいつも見慣れた風景が雪景色
にかわっていたので珍しく思い、写真
に撮りそれをもとに描いたものです。
場所は雷門の次の山門で観音堂の前に
ある大きな建物です。正しい名称は宝
蔵門というそうです。
水彩画をはじめたのは昭和六十三年
公民館主催の水彩画講座を受けてから
です。当時の教育長であった半田先生
から水彩画の初歩より教わりました。
以来今日まで二十余年になりますが不
肖の教え子であるためあまり進歩はみ
られません。

自
宅
で
く
つ
ろ
ぐ
ハ
ル
さ
ん
↑

昭和３２年栃木県史跡文化財に指定。
大字南赤塚には、五基の古墳があっ
たが現在は四基のみ確認され、その内
大塚古墳は方墳（四角形）で、７世紀
前後に作られたと言われている。
かつて町内でも野木野渡地区、佐川
野地区、南赤塚地区等にも古墳の存在
が確認されていたが、時代と共に消滅
した物も多い。
町内の古墳について、学術的発掘が
された事は無く、是非一度発掘の機会
に恵まれればと思います。


